
(57)【要約】

本発明の装置は、医療器具を患者内の切開部を通して固

定的に位置決めする装置を提供する。この装置は、患者

の切開部を通って延び、医療器具を受け入れる套管針を

含む。装置は、医療器具を、套管針内を、套管針の長さ

に実質的に平行に延びる方向に移動させる駆動組立体も

含む。駆動組立体は、套管針から間隔を置いて配置され

るか、または套管針の一部を形成するハウジングを有し

てよい。装置は、医療器具を、体外に位置する複数の離

隔された点および複数の垂直に延びる軸の周りを回転さ

せる位置決めシステムも含む。位置決めシステムは、套

管針を位置決めシステムに固定するアダプタを含む。第

1のモータ・システムは、アダプタおよび套管針を、套

管針の長さに実質的に垂直に延びる第1の軸の周りを回

転させ、第2のモータ・システムは、アダプタ、套管針

、および組立てドラムを、第1の軸に実質的に垂直に延

びる第2の軸の周りを回転させる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 を 含 む 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 位 置 決 め す る 装 置 ：
　 患 者 の 切 開 部 を 通 っ て 延 び る 套 管 針 ；
　 套 管 針 内 を 、 套 管 針 の 長 さ に 実 質 的 に 平 行 な 方 向 に 延 び る 第 1の 軸 に 沿 っ て 医 療 器 具 を
移 動 さ せ る 駆 動 組 立 体 ； な ら び に
　 　 駆 動 組 立 体 に 連 結 さ れ 、 駆 動 組 立 体 を 支 持 す る 回 転 可 能 な ア ダ プ タ 、
　 　 ア ダ プ タ お よ び 套 管 針 を 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 第 1の 点 お よ び 第 1の 軸 に 実 質 的 に 垂 直
に 延 び る 第 2の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム 、 な ら び に
　 　 ア ダ プ タ 、 套 管 針 、 お よ び 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 、 第 2の 軸 に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び
る 第 3の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 む 位 置 決 め シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 駆 動 組 立 体 が 、 医 療 器 具 を 受 け 入 れ る 開 口 部 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ お よ び 、 少 な く と も 1
つ の 駆 動 モ ー タ を 含 む 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 駆 動 組 立 体 が 、 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て 医 療 器 具 を 套 管 針 内 を 移 動 さ せ る 複 数 の
ロ ー ラ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 2記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ロ ー ラ が 医 療 器 具 に 係 合 し 、 医 療 器 具 を 套 管 針 の 長 手 方 向 軸 に 平 行 に 延 び る 方 向 に 移 動
さ せ る 摩 擦 ロ ー ラ で あ り 、 摩 擦 ロ ー ラ の 第 1の ロ ー ラ が 少 な く と も 1つ の 駆 動 モ ー タ に よ っ
て 駆 動 さ れ 、 摩 擦 ロ ー ラ の 第 2の ロ ー ラ が 第 1の 摩 擦 ロ ー ラ の 方 向 に 偏 ら さ れ る ア イ ド ラ ・
ロ ー ラ で あ る 、 請 求 項 3記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 駆 動 組 立 体 の ロ ー ラ が 、 医 療 器 具 を 套 管 針 の 長 手 方 向 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 少 な く と も
1つ の ロ ー ラ を 含 む 、 請 求 項 4記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ア ダ プ タ が 、 套 管 針 が 受 け 入 れ ら れ る と き に 通 る 開 口 部 を 含 む 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ア ダ プ タ が 套 管 針 を 取 外 し 可 能 に 受 け る 固 定 機 構 を 含 み 、 固 定 機 構 が 互 い に 対 し て 移 動
で き る 少 な く と も 2つ の 固 定 部 材 を 含 む 、 請 求 項 6記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 1の 固 定 部 材 が 、 第 2の 固 定 部 材 に 対 し て ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 に 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項
7記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ア ダ プ タ が 、 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム か ら 延 び て い る 軸 に ア ダ プ タ を 固 定 す る 可 動 連 結
シ ス テ ム を 含 む 、 請 求 項 7記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 可 動 連 結 シ ス テ ム が 、 少 な く と も 1つ の く ぼ み を 含 む 軸 、 少 な く と も 1つ の く ぼ み 内 に 受
け 入 れ ら れ る 少 な く と も 1つ の 玉 軸 受 、 お よ び 少 な く と も 玉 軸 受 を 受 け 入 れ る 少 な く と も 1
つ の く ぼ み を 有 し 、 ア ダ プ タ の 軸 に 対 し て 移 動 で き る 外 側 ス リ ー ブ を 含 む 、 請 求 項 9記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 駆 動 歯 車 を 保 持 す る 駆 動 軸 を 有 す る モ ー タ を 含 み 、 ア ダ プ タ
が 駆 動 歯 車 と 噛 み 合 う ア イ ド ラ 歯 車 を 有 す る 軸 を 含 み 、 駆 動 歯 車 が ア イ ド ラ 歯 車 を 回 転 さ
せ た と き に ア ダ プ タ が 回 転 す る 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 、 ア ダ プ タ の 長 さ に 対 し て あ る 角 度 を な し て 延 び て い る 細 長
い 部 材 内 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 11記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 、 細 長 い 部 材 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ て 細 長 い 部 材 を 第 3の 軸 の
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周 り を 回 転 さ せ る 、 請 求 項 12記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 、 モ ー タ 、 お よ び 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム の モ ー タ の 動 作 に 応
答 し て 細 長 い 部 材 を 第 3の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 一 対 の 協 働 す る 歯 車 を 含 む 、 請 求 項 13記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 駆 動 組 立 体 、 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム 、 お よ び 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム の 少 な く と も 1つ
の モ ー タ を 選 択 的 に 動 作 さ せ る 遠 隔 制 御 ユ ニ ッ ト を さ ら に 含 む 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 ア ダ プ タ か ら な る 第 1の 部 分 、 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 む 第 2の 部 分 、 第 2の モ ー タ ・
シ ス テ ム に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ た 第 3の 部 分 を 有 す る 実 質 的 に C字 形 の ア ー ム を さ ら に 含 む
、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 套 管 針 が 、 ア ダ プ タ と の 連 結 部 を 有 さ な い 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 駆 動 シ ス テ ム が 医 療 器 具 に 係 合 し 医 療 器 具 を 移 動 さ せ る 複 数 の ロ ー ラ を 含 む ハ ウ ジ ン グ
を 含 み 、 ア ダ プ タ が 駆 動 組 立 体 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ て 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム お よ び /ま
た は 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム の 動 作 に 応 答 し て 駆 動 組 立 体 ハ ウ ジ ン グ を 回 転 さ せ る 、 請 求
項 17記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 駆 動 組 立 体 が ロ ー ラ を 含 む ハ ウ ジ ン グ を 含 み 、 駆 動 組 立 体 ハ ウ ジ ン グ が 套 管 針 に 取 外 し
可 能 に 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 3記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 套 管 針 が ハ ウ ジ ン グ を 含 み 、 駆 動 組 立 体 の 少 な く と も 一 部 が 套 管 針 ハ ウ ジ ン グ 内 に 位 置
さ せ ら れ て 医 療 器 具 を 套 管 針 内 で 移 動 さ せ る 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 套 管 針 が ア ダ プ タ の 回 転 に 応 答 し て ピ ボ ッ ト 運 動 す る よ う に 、 套 管 針 が ア ダ プ タ に 取 外
し 可 能 に 固 定 さ れ た 、 請 求 項 20記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム が ア ダ プ タ 、 套 管 針 、 お よ び 第 1の モ ー タ を 、 第 1の 点 か ら 間 隔
を 置 い て 配 置 さ れ た 、 患 者 の 体 外 の 第 2の 点 の 周 り を 回 転 さ せ る 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 以 下 を 含 む 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 位 置 決 め す る シ ス テ ム ：
　 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 第 1の 軸 に 実 質 的 に 平 行 に 延 び る 方 向 に 移 動 さ せ 、 第 1の 軸 が 医
療 器 具 が 駆 動 組 立 体 内 に 位 置 さ せ ら れ た と き に 医 療 器 具 の 長 さ に 実 質 的 に 平 行 で あ る 駆 動
組 立 体 ； な ら び に
　 患 者 に 対 し て 移 動 で き る よ う に 支 持 さ れ 、 駆 動 組 立 体 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ て 医 療 器 具
を 回 転 さ せ 、
　 　 （ a） 位 置 決 め シ ス テ ム の 第 1の 部 分 に 配 置 さ れ て 、 駆 動 組 立 体 お よ び 医 療 器 具 を 第 1
の 軸 に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び る 第 2の 軸 お よ び 医 療 器 具 の 一 部 が 患 者 の 体 内 に 位 置 さ せ ら れ
た と き に 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 第 1の 点 の 周 り を 回 転 さ せ る 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム 、 お よ
び
　 　 （ b） 位 置 決 め シ ス テ ム の 第 2の 部 分 に 配 置 さ れ て 、 駆 動 組 立 体 を 第 2の 軸 に 実 質 的 に
垂 直 に 延 び る 第 3の 軸 お よ び 医 療 器 具 の 一 部 が 患 者 の 体 内 に 位 置 さ せ ら れ た と き に 患 者 の
体 外 に 位 置 す る 第 2の 点 の 周 り を 回 転 さ せ る 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 む 位 置 決 め シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 患 者 の 切 開 部 を 通 っ て 延 び 、 医 療 器 具 を 受 け 入 れ る 套 管 針 を さ ら に 含 み 、 駆 動 組 立 体 が
套 管 針 と の 連 結 部 を 有 さ ず 、
　 駆 動 組 立 体 が 、 医 療 器 具 を 受 け 入 れ る 開 口 部 、 複 数 の 器 具 係 合 部 材 、 な ら び に 器 具 係 合

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-524442 A 2005.8.18



部 材 お よ び 医 療 器 具 の う ち の 少 な く と も 1つ を 駆 動 す る 少 な く と も 1つ の 駆 動 モ ー タ を さ ら
に 有 す る 、 請 求 項 23記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 駆 動 組 立 体 が 細 長 い 套 管 針 の 一 部 を 形 成 し 、 器 具 係 合 部 材 が 協 働 す る ロ ー ラ を 含 む 、 請
求 項 23記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 駆 動 組 立 体 が ハ ウ ジ ン グ 内 に 位 置 さ せ ら れ て 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 移 動 さ せ る 複 数 の
ロ ー ラ を さ ら に 含 み 、 ロ ー ラ が ハ ウ ジ ン グ 内 で 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 、 請 求
項 23記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 ロ ー ラ が 医 療 器 具 に 係 合 し 、 医 療 器 具 を 套 管 針 の 長 手 方 向 軸 に 平 行 に 延 び る 方 向 に 移 動
さ せ る 摩 擦 ロ ー ラ で あ り 、 摩 擦 ロ ー ラ の 第 1の ロ ー ラ が 少 な く と も 1つ の 駆 動 モ ー タ に よ っ
て 駆 動 さ れ 、 摩 擦 ロ ー ラ の 第 2の ロ ー ラ が 第 1の 摩 擦 ロ ー ラ の 方 向 に 偏 ら さ れ る ア イ ド ラ ・
ロ ー ラ で あ る 、 請 求 項 26記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 駆 動 組 立 体 の ロ ー ラ が 、 医 療 器 具 を 医 療 器 具 の 長 手 方 向 軸 の 周 り を 、 そ し て 患 者 の 体 に
対 し て 回 転 さ せ る 少 な く と も 1つ の ロ ー ラ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 27記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム か ら 延 び て い る 軸 に ア ダ プ タ を 固 定 す る 可 動 連 結 シ ス テ ム を 含
む ア ダ プ タ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 24記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 連 結 シ ス テ ム が 、 少 な く と も 1つ の く ぼ み を 含 む 軸 、 少 な く と も 1つ の く ぼ み 内 に 受 け 入
れ ら れ る 少 な く と も 1つ の 玉 軸 受 、 お よ び 少 な く と も 1つ の 玉 軸 受 を 受 け 入 れ る 少 な く と も
1つ の く ぼ み を 有 し 、 第 1モ ー タ ・ シ ス テ ム の 軸 に 対 し て 移 動 で き る 外 側 ス リ ー ブ を 含 む 、
請 求 項 29記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 位 置 決 め シ ス テ ム か ら 延 び て お り 、 少 な く と も 1つ の 固 定 部 材 を 含 む 細 長 い 部 材 を 含 む
ア ダ プ タ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 23記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 軸 お よ び ア イ ド ラ 歯 車 を 含 む ア ダ プ タ を さ ら に 含 み 、 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 駆 動 歯
車 と 噛 み 合 う 駆 動 歯 車 を 保 持 す る 駆 動 軸 を 有 す る モ ー タ を 含 み 、 駆 動 歯 車 が ア イ ド ラ 歯 車
を 回 転 さ せ た と き に ア ダ プ タ が 回 転 す る 、 請 求 項 23記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 、 ア ダ プ タ の 長 さ に 対 し て あ る 角 度 を な し て 延 び て い る 位 置
決 め シ ス テ ム の 細 長 い 部 分 内 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 32記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 、 位 置 決 め シ ス テ ム の 細 長 い 部 分 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ て 位
置 決 め シ ス テ ム の 細 長 い 部 分 を 第 3の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 、 請 求 項 33記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 、 モ ー タ 、 お よ び 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム の モ ー タ の 動 作 に 応
答 し て 位 置 決 め シ ス テ ム の 細 長 い 部 分 を 第 2の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 一 対 の 協 働 す る 歯 車
と を 含 む 、 請 求 項 34記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 駆 動 組 立 体 、 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム 、 お よ び 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム の 少 な く と も 1つ
の モ ー タ を 選 択 的 に 動 作 さ せ る 遠 隔 制 御 ユ ニ ッ ト を さ ら に 含 む 、 請 求 項 23記 載 の シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 位 置 決 め シ ス テ ム が 、 ア ダ プ タ を 含 む 第 1の 部 分 、 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 む 第 2の
部 分 、 お よ び 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ た 第 3の 部 分 を 有 す る 実 質 的 に
C字 形 の ア ー ム を 含 む 、 請 求 項 23記 載 の シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ３ ８ 】
　 支 持 部 材 を 含 む ア ダ プ タ を さ ら に 含 み 、 駆 動 組 立 体 ハ ウ ジ ン グ が 患 者 の 体 か ら 調 整 可 能
な 間 隔 を 置 い て 配 置 す る こ と が で き る よ う に 駆 動 組 立 体 ハ ウ ジ ン グ が 支 持 部 材 の 長 さ に 沿
っ て 移 動 可 能 で あ り 、 請 求 項 25記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 駆 動 組 立 体 ハ ウ ジ ン グ が 、 支 持 部 材 を 受 け 入 れ る 開 口 部 を 含 む 、 請 求 項 38記 載 の シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 以 下 を 含 む 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 位 置 決 め す る 装 置 ：
　 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 移 動 さ せ 、 医 療 器 具 を 第 1の 軸 に 沿 っ て か つ 医 療 器 具 の 長 さ に
実 質 的 に 平 行 に 延 び る 方 向 に 移 動 さ せ る モ ー タ を 含 む 、 駆 動 組 立 体 ； な ら び に
　 駆 動 組 立 体 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ 駆 動 組 立 体 を 支 持 す る 複 数 の 細 長 い 部 材 、
　 医 療 器 具 を 、 医 療 器 具 の 一 部 が 患 者 の 体 内 に 位 置 さ せ ら れ た と き に 患 者 の 体 外 に 位 置 す
る 点 と 第 1の 軸 に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び る 第 2の 軸 の 周 り 反 対 方 向 に 回 転 さ せ る モ ー タ を 含 む
第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム 、 お よ び
　 医 療 器 具 お よ び 複 数 の 位 置 決 め シ ス テ ム 部 材 を 、 第 1の 軸 の 長 さ に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び
る 第 2の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る モ ー タ を 含 む 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 む 医 療 器 具 位 置 決
め シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 駆 動 組 立 体 が 、 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 に 対 し て 第 1の 位 置 か ら 第 2の 位 置 ま で 移 動 可 能 な 第 1
の ハ ウ ジ ン グ 部 を 含 む モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 40記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 が ば ね に よ っ て 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 に 連 結 さ れ 、 ば ね が 医 療 器 具 が モ
ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 さ れ た 後 で 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 を 第 1の 位 置 に 戻 す 、 請 求 項 41記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 が 、 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 受 け 入 れ ら れ る 、 請
求 項 42記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ が 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ を 駆 動 ロ ー ラ の 方 へ 偏 ら せ る ば ね を 含 む 、 請 求
項 43記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 駆 動 組 立 体 が 、 医 療 器 具 を 移 動 さ せ る た め 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ る 複 数 の ロ ー ラ
を 含 む 、 請 求 項 40記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 ロ ー ラ が 医 療 器 具 に 係 合 し 、 医 療 器 具 を 套 管 針 の 長 手 方 向 軸 に 平 行 に 延 び る 方 向 に 移 動
さ せ る 摩 擦 ロ ー ラ で あ り 、 摩 擦 ロ ー ラ の 第 1の ロ ー ラ が 少 な く と も 1つ の 駆 動 モ ー タ に よ っ
て 駆 動 さ れ 、 摩 擦 ロ ー ラ の 第 2の ロ ー ラ が 第 1の 摩 擦 ロ ー ラ の 方 向 に 偏 ら さ れ る ア イ ド ラ ・
ロ ー ラ で あ る 、 請 求 項 45記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 第 1の 軸 に 実 質 的 に 平 行 に 延 び る 套 管 針 を さ ら に 含 み 、 複 数 の 細 長 い 部 材 が 実 質 的 に C字
形 の ア ー ム を 形 成 し 、 細 長 い 部 材 の 第 1の 部 材 が 套 管 針 を 支 持 す る ア ダ プ タ を 含 み 、 細 長
い 部 材 の 第 2の 部 材 が 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 み 、 細 長 い 部 材 の 第 3の 部 材 が 第 2の モ ー
タ ・ シ ス テ ム に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 46記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 ア ダ プ タ が 支 持 部 材 を 含 み 、 套 管 針 の 駆 動 組 立 体 が 患 者 の 体 か ら 調 整 可 能 な 間 隔 を 置 い
て 配 置 す る こ と が で き る よ う に 、 套 管 針 が 支 持 部 材 の 長 さ に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 、 請 求
項 47記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム の モ ー タ の 動 作 に 応 答 し て 套 管 針 を 第
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2の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 一 対 の 協 働 す る 歯 車 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 47記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 駆 動 組 立 体 モ ー タ 、 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム 、 お よ び 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム の 少 な く と
も 1つ を 選 択 的 に 動 作 さ せ る 遠 隔 制 御 ユ ニ ッ ト を さ ら に 含 む 、 請 求 項 40記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 医 療 器 具 が 内 視 鏡 を 含 む 、 請 求 項 40記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 以 下 を 含 む 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 位 置 決 め す る 装 置 ：
　 患 者 の 体 に 対 し て 移 動 可 能 な 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 ；
　 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 に 係 合 し 、 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 を 患 者 の 体 の 方 へ 移 動 さ せ か つ 患
者 の 体 か ら 離 れ る 方 向 へ 移 動 さ せ る 駆 動 組 立 体 ； な ら び に
　 駆 動 組 立 体 お よ び 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ て 、 第 1の 細 長 い 医 療 器 具
を 複 数 の 軸 お よ び 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 複 数 の 互 い に 離 隔 さ れ た 点 の 周 り を 移 動 さ せ る 位
置 決 め シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 第 １ の 細 長 い 医 療 器 具 を 受 け 入 れ る 内 部 通 路 を 有 す る 套 管 針 を 含 む 第 2の 細 長 い 医 療 器
具 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 52記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 套 管 針 が モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 み 、 モ ー タ ・ シ ス テ ム が モ ー タ 、 お よ び 第 1の 細 長 い 医
療 器 具 に 係 合 し 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 を 套 管 針 内 で 移 動 さ せ る 複 数 の ロ ー ラ を 含 む 、 請 求
項 53記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 套 管 針 が 、 位 置 決 め シ ス テ ム の 移 動 に 応 答 し て 移 動 す る よ う に 套 管 針 が 位 置 決 め シ ス テ
ム に し っ か り と 連 結 さ れ る 、 請 求 項 54記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 套 管 針 が 、 ア ダ プ タ と の 連 結 部 を 有 さ な い 、 請 求 項 53記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装
置 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 ア ダ プ タ を さ ら に 含 み 、 套 管 針 が ア ダ プ タ に よ っ て 位 置 決 め シ ス テ ム に 固 定 さ れ て い る
、 請 求 項 53記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 ア ダ プ タ が 、 套 管 針 を 患 者 の 体 に 対 し て 支 持 す る 、 請 求 項 57記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め
す る 装 置 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 ア ダ プ タ が 、 套 管 針 が 通 っ て 延 び る 開 口 部 を 有 す る 套 管 針 受 入 れ 部 を 含 む 、 請 求 項 58記
載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 ア ダ プ タ が モ ー タ ・ シ ス テ ム の ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ た 第 1の 部 材 お よ び 套 管 針 の 長 手
方 向 軸 に 実 質 的 に 平 行 に 延 び て い る 第 2の 部 材 を 含 み 、 第 1の 部 材 が 第 2の 部 材 の 長 さ に 沿
っ て 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 58記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 第 1の 部 材 が 第 2の 部 材 が 通 っ て 延 び る 内 部 開 口 部 を 有 し 、 第 1の 部 材 が 第 1の 部 材 を 第 2
の 部 材 に 固 定 す る ロ ッ ク 部 材 を 含 む 、 請 求 項 60記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 第 1の 部 材 が 移 動 可 能 な 細 長 い 部 材 を 含 み 、 第 2の 部 材 が 移 動 可 能 な 細 長 い 部 材 を 受 け 入
れ る た め 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 複 数 の 穴 を 含 み 、 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム が 駆 動 モ ー タ
、 駆 動 モ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ る 第 1の ロ ー ラ 、 お よ び 偏 ら さ れ る 従 動 ロ ー ラ を 含 む 、 請
求 項 61記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 モ ー タ ・ シ ス テ ム ・ ハ ウ ジ ン グ が 可 動 部 を 含 み 、 従 動 ロ ー ラ が 可 動 部 が ア ダ プ タ の 第 1
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の 部 材 に 対 し て 走 行 す る 際 に 駆 動 ロ ー ラ に 対 し て 移 動 す る よ う に 偏 ら さ れ る 従 動 モ ー タ が
可 動 部 内 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 62記 載 の 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 以 下 を 含 む 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 位 置 決 め す る 装 置 ：
　 垂 直 な 支 持 部 材 ；
　 垂 直 な 支 持 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ 、 モ ー タ お よ び 駆 動 シ ス テ ム を 含 む 第 1の モ ー タ ・ シ
ス テ ム ；
　 垂 直 な 支 持 部 材 に ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 に 固 定 さ れ た 第 1の 端 部 を 有 す る 第 1の リ ン ク で あ っ
て 、 駆 動 組 立 体 が 、 第 1の リ ン ク の 第 1の 端 部 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ 、 第 1の リ ン ク を ピ ボ
ッ ト 点 の 周 り を 移 動 さ せ る 第 1の リ ン ク ；
　 第 1の リ ン ク の 一 部 に 対 し て 固 定 さ れ た 角 度 を な し て 固 定 さ れ た 第 1の 部 分 を 有 す る ア ー
ム で あ っ て 、 第 1の リ ン ク の 一 部 が 第 1の リ ン ク の 第 1の 端 部 か ら 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ 、
ア ー ム が 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 む ア ー ム ； な ら び に
　 ア ー ム の 第 2の 部 分 に 対 し て あ る 角 度 を な し て 固 定 さ れ た 第 1の 端 部 を 有 し 、 第 2の モ ー
タ ・ シ ス テ ム に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ て 、 ア ダ プ タ を ア ー ム に 対 し て 回 転 さ せ 、 医 療 器 具 を
支 持 す る こ と が で き る ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 ア ダ プ タ が 、 医 療 器 具 を 患 者 の 体 に 対 し て 移 動 さ せ る 駆 動 組 立 体 を 含 む 、 請 求 項 64記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 ア ー ム が 、 第 1の リ ン ク に 対 し て 長 手 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 65記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 2002年 5月 2日 に 出 願 さ れ た 同 時 係 属 米 国 特 許 仮 出 願 第 60/376,848号 、 2002年
11月 20日 に 出 願 さ れ た 同 時 係 属 米 国 仮 出 願 第 60/427,572号 、 2003年 1月 21日 に 出 願 さ れ た
同 時 係 属 米 国 仮 出 願 第 60/441,127号 の 利 益 を 主 張 し 、 そ れ ら の 出 願 を 参 照 と し て 本 明 細 書
に 組 み 入 れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 、 外 科 手 術 中 に 外 科 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 に 関 し 、 特 に 、 腹 腔 鏡 下 手 術 な ど
の 外 科 手 術 中 に 内 視 鏡 な ど の 器 具 を 正 確 に 位 置 決 め し 、 か つ 位 置 決 め し 直 す 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
発 明 の 背 景
　 あ ら ゆ る 外 科 手 術 中 に 外 科 器 具 を 手 術 部 位 ま た は そ の 近 く で 正 確 に か つ 厳 密 に 操 作 す る
必 要 が あ る 。 し か し 、 こ の こ と は 、 医 師 が 器 具 を 操 作 す る ス ペ ー ス が 限 ら れ て い る 腹 腔 鏡
下 手 術 の よ う な 最 小 限 の 侵 襲 性 を 有 す る 内 視 鏡 外 科 手 術 に 特 に 当 て は ま る 。 以 下 の 議 論 は
腹 腔 鏡 に 関 す る も の で あ る が 、 内 視 鏡 下 手 術 の 場 合 に も 同 様 に 当 て は ま る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 公 知 の よ う に 、 腹 腔 鏡 下 手 術 は 、 外 科 器 具 お よ び 通 常 腹 腔 鏡 と 呼 ば れ る 内 視 鏡 が 、 患 者
の 小 さ な 切 開 部 に 位 置 決 め さ れ た 中 空 の 管 状 装 置 を 通 し て 患 者 の 腹 腔 に 挿 入 さ れ る 手 術 で
あ る 。 こ の よ う な 管 状 の 装 置 は 一 般 に 、 套 管 針 ま た は カ ニ ュ ー ラ と 呼 ば れ 、 手 術 中 ず っ と
切 開 部 に 残 さ れ る 。 腹 腔 鏡 は 、 照 明 さ れ る チ ュ ー ブ と 、 腹 腔 を 調 べ る た め に 腹 壁 内 の 管 状
の 装 置 を 通 し て 挿 入 さ れ る 光 学 系 と を 含 む 。 光 学 系 は 、 離 れ た 場 所 に 位 置 す る モ ニ タ に 接
続 で き る 画 像 受 信 レ ン ズ を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 内 視 鏡 は 現 在 、 手 で 保 持 さ れ る か 、 ま た は 複 雑 で 高 価 な 装 置 を 用 い て 位 置 決 め さ れ て い
る 。 内 視 鏡 は 、 最 も よ い 視 野 を 得 る よ う に 絶 え ず 位 置 決 め し 直 さ れ る 。 腹 腔 鏡 は 、 外 科 手

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-524442 A 2005.8.18



術 中 ず っ と 手 で 支 持 さ れ る と き 、 手 術 の 目 標 に 向 け ら れ る よ う に 外 科 医 、 外 科 医 助 手 、 お
よ び ／ ま た は 手 術 室 付 き 看 護 士 に よ っ て 絶 え ず 手 動 で 操 作 し な け れ ば な ら な い 。 こ の プ レ
ー ト は 、 外 科 医 ま た は 外 科 医 助 手 の 一 方 の 手 で 腹 腔 鏡 を 保 持 し て い る 場 合 、 そ の 手 を 拘 束
す る 。 手 術 室 付 き 看 護 士 は 他 の 仕 事 を 行 う 必 要 が あ り 、 腹 腔 鏡 を 保 持 す る と 、 こ の よ う な
仕 事 の 邪 魔 に な る 。 外 科 医 が 、 最 良 の 視 野 が 得 ら れ る よ う に 腹 腔 鏡 の 位 置 決 め を 他 人 に 指
示 す る の も 困 難 で あ る 。 外 科 医 が 腹 腔 鏡 を 保 持 し な い と 、 腹 腔 鏡 が 正 し く 導 か れ な い こ と
が 多 い 。 こ の 場 合 、 患 者 が 傷 付 き 、 手 術 が 遅 延 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 、 ロ ボ ッ ト ・ ア ー ム を 用 い て 腹 腔 鏡 を 機 械 的 に 支 持 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 し か
し 、 こ の よ う な ア ー ム で も 、 腹 腔 鏡 を 手 で 保 持 す る と き と 同 じ 問 題 の う ち の 多 く が 起 こ る
。 た と え ば 、 腹 腔 鏡 が 誤 っ た 方 向 に 移 動 さ せ ら れ 、 か つ ／ ま た は 体 内 の 不 適 切 な 深 さ ま で
送 ら れ る こ と が あ る 。 さ ら に 、 こ の よ う な ロ ボ ッ ト ・ シ ス テ ム が 手 術 室 に 占 め る ス ペ ー ス
が 大 き す ぎ 、 誰 か が シ ス テ ム を 監 視 し 操 作 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 手 術 チ ー ム の メ ン
バ ー の 1人 が 不 必 要 に 拘 束 さ れ 、 手 術 室 が 混 雑 す る 。 さ ら に 、 従 来 の シ ス テ ム の 多 く で は
、 腹 腔 鏡 を 体 内 で 曲 げ 捻 る こ と が 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 切 開 部 が 伸 ば さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 い く つ か の 従 来 の 位 置 決 め シ ス テ ム は 通 常 、 套 管 針 よ り も 上 の 点 、 す な わ ち 、
腹 壁 よ り も 約 4イ ン チ か ら 8イ ン チ 上 の 点 で 器 具 ま た は 腹 腔 鏡 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の た め
、 X軸 お よ び Y軸 の ピ ボ ッ ト 点 を 腹 壁 の 切 開 部 に 維 持 す る と 共 に 、 安 定 し た 画 像 を 維 持 す る
の は 形 状 的 に 困 難 で あ る 。 通 常 、 患 者 の 上 を 延 び る 上 述 の 複 雑 で 高 価 な 機 械 的 リ ン ケ ー ジ
は 、 画 像 の ぶ れ な し に こ の 位 置 決 め を 実 現 す る の に 用 い ら れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
発 明 の 概 要
　 本 発 明 の 装 置 は 、 内 視 鏡 を 患 者 内 の 切 開 部 内 に 固 定 的 に 位 置 決 め す る 装 置 を 提 供 す る 。
こ の 装 置 は 、 患 者 の 切 開 部 を 通 っ て 延 び る 套 管 針 を 含 む 。 装 置 は 、 内 視 鏡 を 、 套 管 針 内 を
、 套 管 針 の 長 さ に 実 質 的 に 平 行 に 延 び る 方 向 に 移 動 さ せ る 駆 動 組 立 体 も 含 む 。 装 置 は 、 ア
ダ プ タ お よ び 医 療 器 具 を 、 医 療 器 具 の 長 さ に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び る 第 1の 軸 の 周 り を 回 転
さ せ る 第 1の モ ー タ ・ シ ス テ ム と 、 ア ダ プ タ 、 医 療 器 具 、 お よ び 駆 動 組 立 体 を 、 套 管 針 の
長 さ お よ び 第 1の 軸 に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び る 第 2の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 第 2の モ ー タ ・ シ
ス テ ム と を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 態 様 で は 、 内 視 鏡 は 、 内 視 鏡 の 長 さ を 体 内 に 進 入 さ せ る と 共 に 体 外 へ 出 す （ Z軸 モ ー
タ ） こ と の で き る 電 気 モ ー タ を 含 む 駆 動 組 立 体 の ハ ウ ジ ン グ を 貫 通 し て 配 置 さ れ る 。 こ の
動 き は ま た 、 ズ ー ム ・ イ ン /ズ ー ム ・ ア ウ ト 集 束 機 能 も 実 行 す る 。 Z軸 モ ー タ は 、 内 視 鏡 を
Z軸 に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と の で き る 電 動 駆 動 ロ ー ラ に 取 り 付 け ら れ る 。 X軸 ピ ボ ッ ト は 、
患 者 の 表 面 上 に 位 置 決 め さ れ る 実 質 的 に 水 平 な チ ュ ー ブ に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ る 。 水 平 な
チ ュ ー ブ の 内 側 に か さ 歯 車 お よ び X軸 電 気 モ ー タ が 取 り 付 け ら れ る 。 水 平 な チ ュ ー ブ は 、
患 者 の 外 側 を 横 切 っ て 延 び 、 電 動 カ ム に 垂 直 に 連 結 さ れ る 。 電 動 カ ム は 、 水 平 な チ ュ ー ブ
を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 内 視 鏡 を Y軸 を 通 し て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 遠 隔 制 御 装 置
に よ っ て 、 ユ ー ザ は 、 内 視 鏡 を そ の X軸 、 Y軸 、 お よ び Z軸 を 通 し て 能 動 的 に か つ 正 確 に 移
動 さ せ る こ と に よ っ て 内 視 鏡 の 位 置 決 め を 制 御 す る こ と が で き る 。 こ の 装 置 は 、 内 視 鏡 の
広 範 囲 の 動 き を 実 現 し 、 ま た 、 手 持 ち の 内 視 鏡 と は 異 な り 画 像 を 安 定 化 す る の を 助 け る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 位 置 決 め す る シ ス テ ム を 含 む 。 こ の シ ス テ
ム は 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 、 第 1の 軸 に 実 質 的 に 平 行 に 延 び る 方 向 に 移 動 さ せ る 駆 動
組 立 体 を 含 む 。 第 1の 軸 は 、 医 療 器 具 が 駆 動 組 立 体 内 に 位 置 さ せ ら れ た と き に 医 療 器 具 の
長 さ に 実 質 的 に 平 行 に な る 。 シ ス テ ム は 、 患 者 に 対 し て 移 動 で き る よ う に 支 持 さ れ 、 駆 動
組 立 体 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ 医 療 器 具 を 回 転 さ せ る 位 置 決 め シ ス テ ム も 含 む 。 こ の 態 様 に
よ る 位 置 決 め シ ス テ ム は 、 （ a） 位 置 決 め シ ス テ ム の 第 1の 部 分 に 配 置 さ れ 、 駆 動 組 立 体 お

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-524442 A 2005.8.18



よ び 医 療 器 具 を 、 第 1の 軸 に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び る 第 2の 軸 お よ び 医 療 器 具 の 一 部 が 患 者 の
体 内 に 位 置 さ せ ら れ た と き に 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 第 1の 点 の 周 り を 回 転 さ せ る 第 1の モ ー
タ ・ シ ス テ ム と 、 （ b） 位 置 決 め シ ス テ ム の 第 2の 部 分 に 配 置 さ れ 、 駆 動 組 立 体 を 、 第 2の
軸 に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び る 第 3の 軸 お よ び 医 療 器 具 の 一 部 が 患 者 の 体 内 に 位 置 さ せ ら れ た
と き に 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 第 2の 点 の 周 り を 回 転 さ せ る 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム と を 含 む
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 移 動 さ せ る 駆 動 組 立 体 を 含 む 医 療 器 具 を
患 者 に 対 し て 位 置 決 め す る 装 置 を 含 む 。 駆 動 組 立 体 は 、 医 療 器 具 を 、 第 1の 軸 に 沿 っ て か
つ 医 療 器 具 の 長 さ に 実 質 的 に 平 行 に 延 び る 方 向 に 移 動 さ せ る モ ー タ を 含 む 。 こ の 装 置 は 、
駆 動 組 立 体 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ 駆 動 組 立 体 を 支 持 す る 複 数 の 細 長 い 部 材 と 、 医 療 器 具 を
、 医 療 器 具 の 一 部 が 患 者 の 体 内 に 位 置 さ せ ら れ た と き に 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 点 お よ び 第
1の 軸 に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び る 第 2の 軸 の 周 り を 両 方 向 に 回 転 さ せ る モ ー タ を 含 む 第 1の モ
ー タ ・ シ ス テ ム と 、 医 療 器 具 お よ び 複 数 の 位 置 決 め シ ス テ ム 部 材 を 、 第 1の 軸 の 長 さ に 実
質 的 に 垂 直 に 延 び る 第 2の 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る モ ー タ を 含 む 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム と を
含 む 医 療 器 具 位 置 決 め シ ス テ ム を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 患 者 の 体 に 対 し て 移 動 可 能 な 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 と 、 第 1の 細 長
い 医 療 器 具 に 係 合 し 、 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 を 患 者 の 体 の 方 へ 移 動 さ せ る と 共 に 患 者 の 体
か ら 離 れ る 方 向 へ 移 動 さ せ る 駆 動 組 立 体 と 、 駆 動 組 立 体 お よ び 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 に 動
作 可 能 に 連 結 さ れ 、 第 1の 細 長 い 医 療 器 具 を 、 複 数 の 軸 お よ び 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 複 数
の 互 い に 離 隔 さ れ た 点 の 周 り を 回 転 さ せ る 位 置 決 め シ ス テ ム と を 含 む 、 医 療 器 具 を 患 者 に
対 し て 位 置 決 め す る 装 置 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 垂 直 な 支 持 部 材 と 、 垂 直 な 支 持 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ る 第 1の モ
ー タ ・ シ ス テ ム と を 含 む 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 位 置 決 め す る 装 置 を 含 む 。 第 1の モ ー
タ ・ シ ス テ ム は モ ー タ お よ び 駆 動 シ ス テ ム を 含 む 。 こ の 装 置 は 、 垂 直 な 支 持 部 材 に ピ ボ ッ
ト 運 動 可 能 に 固 定 さ れ た 第 1の 端 部 を 有 す る 第 1の リ ン ク も 含 み 、 駆 動 組 立 体 は 、 第 1の リ
ン ク の 第 1の 端 部 に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ 、 第 1の リ ン ク を ピ ボ ッ ト 点 の 周 り を 移 動 さ せ る 。
装 置 は 、 第 1の リ ン ク の 一 部 に 対 し て 固 定 さ れ た 角 度 を な し て 固 定 さ れ た 第 1の 部 分 を 有 す
る ア ー ム を さ ら に 含 む 。 ア ー ム は 、 第 1の リ ン ク の 第 1の 端 部 か ら 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た
部 分 に お い て 第 1の リ ン ク に 固 定 さ れ る 。 ア ー ム は 、 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム を 含 む 。 装 置
は 、 ア ー ム の 第 2の 部 分 に 対 し て 固 定 さ れ た 角 度 を な し て 固 定 さ れ た 第 1の 端 部 を 有 す る ア
ダ プ タ も 含 む 。 第 2の モ ー タ ・ シ ス テ ム に 動 作 可 能 に 連 結 さ れ 、 ア ダ プ タ を ア ー ム に 対 し
て 回 転 さ せ る ア ダ プ タ 。 ア ダ プ タ は 、 医 療 器 具 を 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 装 置 の 欠 点 を 解 消 す る 。 一 般 に 、 本 発 明 は 、 切 開 部 を 通 し て 位 置
決 め さ れ た 後 、 切 開 部 を 囲 む 組 織 に 許 容 レ ベ ル を 超 え た 応 力 を か け ず に 、 腹 腔 鏡 な ど の 医
療 器 具 を 調 整 で き る 医 療 器 具 位 置 決 め シ ス テ ム を 提 供 す る 。 装 置 は 、 支 持 シ ス テ ム を 使 用
し な い 代 表 的 な 腹 腔 鏡 下 手 術 中 に 行 わ れ る 組 織 拡 張 以 下 の 範 囲 で 腹 壁 組 織 を 拡 張 す る こ と
に よ っ て 腹 壁 組 織 の 自 然 な 弾 性 も 利 用 す る 。 本 発 明 は 、 腹 腔 鏡 が 切 開 部 を 通 っ て 延 び る 間
に ね じ れ た り 傾 い た り し な い よ う に 腹 腔 鏡 の 向 き を 維 持 す る 。 さ ら に 、 装 置 の 構 成 は 、 他
の シ ス テ ム に 通 常 見 ら れ る 平 行 四 辺 形 を 通 常 含 む リ ン ケ ー ジ と 比 べ て 面 倒 で は な く 、 こ の
構 成 は 、 一 方 の 手 お よ び /ま た は 足 で 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の こ れ ら お よ び 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 に 記 載 さ れ 、 添 付 の 図
面 に 示 さ れ て い る 好 ま し い 態 様 か ら 明 ら か に な ろ う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
好 ま し い 態 様 の 詳 細 な 説 明
　 図 1Aお よ び 1Bは 、 装 置 10を 固 定 で き る 機 器 取 付 け 部 材 ま た は 水 平 方 向 に 延 び る 縁 部 を 有
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す る 手 術 台 に 対 し て 従 来 の 医 療 器 具 12を 支 持 し 位 置 決 め す る 装 置 10を 示 し て い る 。 こ の よ
う な 装 置 10の 態 様 は 、 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る 米 国 仮 特 許 出 願 第 60/376,848
号 で 論 じ ら れ て い る 。 既 知 の 医 療 器 具 12は 、 グ ラ ス パ 、 か ん 子 、 焼 灼 装 置 、 内 視 鏡 、 お よ
び 内 視 鏡 下 手 術 で 使 用 さ れ る 他 の す べ て の 器 具 を 含 ん で い る 。 他 の 態 様 で は 、 医 療 器 具 12
は 、 ド リ ル 、 套 管 針 、 ま た は 他 の 貫 通 装 置 を 含 ん で よ い 。 説 明 を 容 易 に か つ 明 確 に す る た
め に 、 本 発 明 の 以 下 の 説 明 で は 、 装 置 10と 、 装 置 が 内 視 鏡 、 特 に 腹 腔 鏡 を ど の よ う に 位 置
決 め し 支 持 す る か に つ い て 論 じ る 。 し か し 、 以 下 の 議 論 は 腹 腔 鏡 に 限 ら な い 。 以 下 の 議 論
は 、 手 術 中 に 安 定 し た 支 持 お よ び 正 確 な 位 置 決 め を 必 要 と す る 他 の 内 視 鏡 お よ び 他 の 医 療
機 器 に 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 1A、 1B、 お よ び 9に 示 さ れ て い る 腹 腔 鏡 12は 、 ビ ュ ー イ ン グ ・ チ ュ ー ブ （ viewing tub
e） 19の 端 部 上 に 取 り 付 け ら れ た ア イ ピ ー ス 18を 含 む 任 意 の 既 知 の 従 来 の 腹 腔 鏡 で あ っ て
よ い 。 ビ ュ ー イ ン グ ・ チ ュ ー ブ 19は 、 手 術 場 所 の 近 く に 位 置 す る ビ デ オ ・ モ ー タ （ 図 示 せ
ず ） に 接 続 さ れ た ビ デ オ ・ カ メ ラ 17も 含 ん で い る 。 腹 腔 鏡 12は 、 光 を 光 源 か ら 、 腹 腔 内 に
位 置 さ せ ら れ た 光 ケ ー ブ ル 13の 端 部 に 伝 え る 光 ケ ー ブ ル 13に 接 続 さ れ た 光 源 （ 図 示 せ ず ）
も 含 ん で い る 。 光 は 、 体 腔 を 照 明 す る よ う に チ ュ ー ブ 19の 端 部 か ら 送 ら れ る 。 次 い で 、 体
腔 は 、 接 続 ケ ー ブ ル 14（ 図 4） に よ っ て モ ニ タ に 接 続 さ れ た ビ デ オ ・ カ メ ラ 17に よ っ て 観
察 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 装 置 10は 、 ベ ー ス 36と 、 図 1Aに 示 さ れ て い る よ う に 手 術 台 の 支 持 レ ー ル ま た は 縁 部 な ど
の 支 持 体 に 装 置 を 固 定 す る ベ ー ス ・ ク ラ ン プ 38お よ び ジ ョ ー 39を 含 む 固 定 シ ス テ ム と を 有
す る ス タ ン チ ョ ン 90を 含 ん で い る 。 レ バ ー 42を 手 動 で 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 ク ラ ン プ
軸 が ね じ 込 ま れ 、 ジ ョ ー 39が 、 ジ ョ ー 39か ら 支 持 体 の 反 対 側 に 位 置 す る ベ ー ス 部 材 に 対 し
て 移 動 す る 。 し か し 、 内 視 鏡 支 持 シ ス テ ム を 手 術 台 に 対 し て 固 定 す る 任 意 の 既 知 の 方 法 を
使 用 す る こ と が で き る 。 1つ の そ の よ う な 方 法 は 、 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る
米 国 特 許 第 5,571,072号 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 1A、 1B、 お よ び 2に 示 さ れ て い る よ う に 、 装 置 10は 、 位 置 決 め シ ス テ ム と し て 動 作 し
、 患 者 に 対 し て 回 転 す る 「 C」 字 形 ア ー ム 40を 含 ん で い る 。 C字 形 ア ー ム 40も 、 垂 直 な ス タ
ン チ ョ ン 90に 対 し て 回 転 す る と 共 に 、 ス タ ン チ ョ ン 90に 対 し て 直 線 的 に 移 動 す る 。 細 長 い
部 材 91は 、 図 1Aに 示 さ れ て い る よ う に ス タ ン チ ョ ン 90上 に 支 持 さ れ て い る ス タ ン チ ョ ン ・
ハ ウ ジ ン グ 92に C字 形 ア ー ム 40を 連 結 し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ 92は 、 細 長 い 部 材 91お よ び ス
タ ン チ ョ ン 90を 受 け 入 れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ 92も 、 ス タ ン チ ョ ン 90と 細 長 い 部 材 91の 両 方
に 対 し て 移 動 可 能 で あ る 。 そ の 結 果 、 ハ ウ ジ ン グ 92お よ び C字 形 ア ー ム 40を 、 ス タ ン チ ョ
ン 90の 長 さ に 沿 っ た 任 意 の 点 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 こ の ス タ ン チ ョ ン 長 は 水 平 方 向
（ X軸 ） で あ っ て も 、 垂 直 方 向 （ Y軸 ） で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 C字 形 ア ー ム 40は ハ ウ ジ
ン グ 92か ら 離 れ た 距 離 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 距 離 は 、 細 長 い 部 材 91を ス タ ン チ
ョ ン 90の 長 さ に 垂 直 な 方 向 に ハ ウ ジ ン グ 92に 出 し 入 れ す る こ と に よ っ て 調 整 す る こ と が で
き る 。 図 1Bに 示 さ れ て い る 他 の 態 様 で は 、 C字 形 ア ー ム 40は ス タ ン チ ョ ン ・ ハ ウ ジ ン グ 92
に 固 定 さ れ て い る 。 溶 接 ま た は ね じ や ボ ル ト な ど の 取 付 け 具 を 用 い て C字 形 ア ー ム 40を ス
タ ン チ ョ ン に 直 接 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に 駆 動 シ ス テ ム ・ ハ ウ ジ ン グ 61に 関 し て 論 じ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ 92は 、 ス タ ン チ
ョ ン 90に 摩 擦 係 合 し ハ ウ ジ ン グ 92を ス タ ン チ ョ ン 90の 長 さ に 沿 っ て 移 動 さ せ る 2つ 以 上 の
動 力 ゴ ム ・ ピ ン チ ・ ロ ー ラ を 含 ん で よ い 。 同 様 に 、 2つ の 以 上 の 動 力 ゴ ム ・ ピ ン チ ・ ロ ー
ラ を 用 い て 細 長 い 部 材 91を ハ ウ ジ ン グ 92に 出 し 入 れ す る こ と も で き る 。 ス タ ン チ ョ ン 90と
同 様 に 、 ロ ー ラ は 、 細 長 い 部 材 91に 圧 縮 圧 力 を か け 、 細 長 い 部 材 91を 回 転 す る 方 向 へ 移 動
さ せ る 。 2つ 以 上 の 被 駆 動 ゴ ム ・ ロ ー ラ の 代 わ り に 被 駆 動 ゴ ム ・ ピ ン チ ・ ロ ー ラ お よ び ゴ
ム ・ ア イ ド ル ・ ロ ー ラ を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 他 の 態 様 で は 、 ハ ウ ジ ン グ 92を 、 ス タ ン チ ョ ン 90お よ び 細 長 い 部 材 91が 通 っ て 延 び る 既
知 の 線 形 玉 軸 受 、 ブ ッ シ ン グ 、 ま た は 他 の 軸 受 面 を 介 し て ス タ ン チ ョ ン 90お よ び 部 材 91に
対 し て 手 動 で 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 態 様 で は 、 ハ ウ ジ ン グ 92は 、 ハ ウ ジ ン グ が ス
タ ン チ ョ ン 90に 沿 っ た 適 切 な 高 さ に 位 置 す る と き に ス タ ン チ ョ ン 90に 手 動 で 適 用 す る こ と
の で き る 、 後 述 の 摩 擦 部 材 123な ど の 既 知 の 摩 擦 ロ ッ ク を 含 ん で い る 。 摩 擦 部 材 123の よ う
な 手 動 で 適 用 さ れ る 摩 擦 ロ ッ ク を 用 い て 、 ハ ウ ジ ン グ 92を 細 長 い 部 材 91に 沿 っ て 固 定 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 後 述 の ど の 態 様 で も 、 細 長 い 部 材 91は 、 細 長 い 駆 動 軸 136（ 図 2） を 保 持 す る 内 部 ル ー メ
ン を 有 す る 中 空 の チ ュ ー ブ を 含 ん で よ い 。 ま た は 、 細 長 い 部 材 91は 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ ま た
は 直 線 軸 受 内 で 、 細 長 い 部 材 91が ハ ウ ジ ン グ 92に 対 し て 移 動 す る と き に 沿 う 軸 の 周 り を 自
由 に 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 12～ 17は 、 こ の よ う な 装 置 を 手 術 中 に 手 術 台 の レ ー ル 205上 に し っ か り と 位 置 決 め す
る た め に 本 明 細 書 で 論 じ る 医 療 器 具 支 持 ・ 位 置 決 め 装 置 10の 任 意 の 態 様 と 一 緒 に 使 用 で き
る 固 定 シ ス テ ム 200の 他 の 態 様 を 示 し て い る 。 こ れ ら の 態 様 と 、 本 明 細 書 で 開 示 す る 他 の
態 様 で は 、 ス タ ン チ ョ ン 90内 の モ ー タ 910を 動 作 さ せ る こ と に よ っ て C字 形 ア ー ム 40を Y軸
の 周 り を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 図 12Aお よ び 12Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 ス タ ン チ ョ ン
90は モ ー タ 910お よ び 電 源 950を 含 ん で よ い 。 本 明 細 書 で 論 じ る ど の 態 様 と も 同 様 に 、 電 源
950は 電 池 な ど の DC電 源 ま た は AC電 源 を 含 ん で よ い 。 モ ー タ 910は 、 リ ン ク 120に 連 結 さ れ
た 出 力 軸 を 有 す る 歯 車 シ ス テ ム 920を 駆 動 す る 駆 動 軸 923を 含 ん で い る 。 ウ ォ ー ム ・ ギ ア お
よ び 歯 車 を 含 む 従 来 の ウ ォ ー ム 駆 動 歯 車 シ ス テ ム 、 ま た は 被 駆 動 歯 車 お よ び 従 動 歯 車 を 含
む か さ 歯 車 シ ス テ ム を 用 い て 駆 動 軸 の 運 動 を リ ン ク 120に 伝 え る こ と が で き る 。 こ の 運 動
に よ っ て 、 リ ン ク 120お よ び C字 形 ア ー ム 40の 残 り の 部 分 は 、 Y軸 に 実 質 的 に 平 行 に か つ Y軸
と 同 一 の 広 が り を 有 す る ピ ボ ッ ト 軸 945の 周 り を ピ ボ ッ ト 運 動 （ 回 転 ） す る 。 リ ン ク 120内
の 第 1の 端 部 に ピ ン 948を 位 置 決 め し 、 リ ン ク 120を ス タ ン チ ョ ン 90に 回 転 可 能 に 連 結 す る
こ と が で き る 。 リ ン ク 120内 に 中 央 部 44を 解 放 可 能 に 受 け 入 れ る ク ラ ン プ 980を 含 め て よ い
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 固 定 シ ス テ ム 200は 、 装 置 10を レ ー ル 205の 周 り を 回 転 さ せ る の も 可 能 に す る 。 固 定 シ ス
テ ム 200は 、 レ ー ル 取 付 け 板 220と 、 レ ー ル 205を 受 け る と 共 に C字 形 ア ー ム 40を 位 置 決 め す
る 一 対 の ブ ラ ケ ッ ト 222と を 含 ん で い る 。 各 ブ ラ ケ ッ ト 222は 、 レ ー ル 205の 一 部 を 受 け る
開 口 部 を 含 ん で い る 。 一 態 様 で は 、 開 口 部 224は レ ー ル 205上 に 滑 ら さ れ 、 し た が っ て 、 ブ
ラ ケ ッ ト が レ ー ル 205に 対 し て 行 う こ と の で き る 唯 一 の 運 動 は 、 レ ー ル 205の 長 さ に 沿 っ た
滑 り 運 動 で あ る 。 ブ ラ ケ ッ ト 222は 、 密 閉 さ れ た ブ ロ ッ ク で あ っ て も 、 （ 手 術 台 に 面 す る
） 背 面 に 沿 っ て 開 口 部 を 含 ん で も よ い 。 図 16お よ び 17(e)に 示 さ れ て い る よ う に 、 プ レ ー
ト 205は 、 プ レ ー ト 220を 通 っ て 前 進 し レ ー ル 205に 摩 擦 係 合 す る 一 対 の 停 止 部 材 208に よ っ
て 、 レ ー ル 205に 対 し て 滑 り （ 長 手 方 向 ） 移 動 し な い よ う に 摩 擦 に よ っ て 固 定 さ れ て い る
。 ノ ブ の よ う な 停 止 部 材 208の 把 持 部 材 209を 回 転 さ せ る と 、 停 止 部 材 208は 回 転 し レ ー ル 2
05に 係 合 す る か ま た は レ ー ル か ら 外 れ る 。 理 解 で き る よ う に 、 こ の こ と は 、 回 転 方 向 に 依
存 す る 。 停 止 部 材 208を 前 進 さ せ て レ ー ル 205に 係 合 さ せ る 他 の 既 知 の 方 法 を 使 用 す る こ と
も で き る 。 こ れ ら の 他 の 方 法 に は 、 被 制 御 モ ー タ の 使 用 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 固 定 シ ス テ ム 200は 、 垂 直 な ス タ ン チ ョ ン 90を 受 け る 固 定 ブ ラ ケ ッ ト 210も 含 ん で い る 。
図 12に 示 さ れ て い る よ う に 、 固 定 ブ ラ ケ ッ ト 210は 、 互 い に ロ ッ ク さ れ 垂 直 な ス タ ン チ ョ
ン 90を し っ か り と 保 持 し 、 ブ ラ ケ ッ ト 210に 対 す る ス タ ン チ ョ ン 90の 移 動 を 防 止 す る 第 1お
よ び 第 2の 部 分 211を 含 ん で い る 。 ブ ラ ケ ッ ト 210は 、 複 数 の 歯 を 有 す る 関 連 す る 位 置 決 め
歯 車 218に 固 定 さ れ た 回 転 可 能 な 円 板 215に 取 り 付 け ら れ て い る 。 位 置 決 め 歯 車 218は 、 プ
レ ー ト 220（ 図 16参 照 ） 内 に 位 置 す る 軸 受 内 に 回 転 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 図 14お よ び 15
に 示 さ れ て い る よ う に 、 協 働 す る ロ ッ ク 歯 車 228は 、 プ レ ー ト 220上 に 配 置 さ れ 、 位 置 決 め
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歯 車 218の 歯 に 係 合 す る 。 歯 車 218、 228は ど ち ら も 手 ま た は 関 連 す る モ ー タ に よ っ て 駆 動
す る こ と が で き る 。 ロ ッ ク 歯 車 228は 、 ロ ッ ク 位 置 に 回 転 さ せ ら れ た と き に 、 ロ ッ ク 歯 車 2
28と 、 ロ ッ ク 歯 車 228が 係 合 す る 位 置 決 め 歯 車 218と の 両 方 の 回 転 運 動 を 防 止 す る ハ ン ド ル
229に 固 定 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 ス タ ン チ ョ ン 90は 、 レ ー ル 205に 対 し て 回 転 す る の が 防
止 さ れ る 。 他 の 態 様 で は 、 ス タ ン チ ョ ン 90の 所 望 の 所 定 の 回 転 お よ び 制 動 を 、 従 来 の 駆 動
モ ー タ の 制 御 さ れ た 動 作 お よ び 制 動 に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 の 態 様 の 管 状 の C字 形 ア ー ム 40は 、 第 1の 端 部 42と 、 第 2の 端 部 46と 、 2つ の 端 部 42、
46の 間 を 延 び て い る 中 央 部 44と を 有 し て い る 。 図 1Aお よ び 1Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1
の 端 部 42は 、 第 2の 端 部 46に 対 し て ス タ ン チ ョ ン 90の 遠 位 に あ る 。 第 1の 端 部 42お よ び 中 央
部 44は 管 状 で あ り 、 開 放 し た 内 部 ル ー メ ン が そ の 長 さ に 沿 っ て 延 び て い る 。 こ れ ら の 部 分
42、 44の 断 面 は 、 円 で あ っ て も 、 楕 円 で あ っ て も 、 矩 形 で あ っ て も よ い 。 他 の 既 知 の 形 状
を 使 用 す る こ と も で き る 。 手 術 中 に 中 央 部 44を 患 者 の 体 の 一 部 に 沿 っ て 位 置 決 め す る こ と
が で き る 。 一 態 様 で は 、 C字 形 ア ー ム 40の ピ ボ ッ ト 点 49が 患 者 の 皮 膚 表 面 に 位 置 す る よ う
に 中 央 部 44を 位 置 決 め す る 必 要 が あ る 。 図 1A、 1B、 お よ び 2に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の
端 部 42お よ び 第 2の 端 部 46は 中 央 部 44の 長 さ に 実 質 的 に 垂 直 に 延 び て い る 。 第 2の 端 部 46は
、 丸 い 端 部 を 有 す る 実 質 的 な 矩 形 を 有 す る 固 定 リ ン ク ・ セ グ メ ン ト 120ま た は 複 数 の 固 定
リ ン ク ・ セ グ メ ン ト 120（ 図 12） を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 手 術 時 に は 、 患 者 の 腹 部 に 小 さ な 切 開 部 を 設 け 、 切 開 部 を 通 し て 腹 腔 に 套 管 針 20（ カ ニ
ュ ー ラ と も 呼 ぶ ） を 導 入 し 、 腹 腔 鏡 12な ど の 医 療 器 具 を 体 に 入 れ る こ と の で き る 通 路 を 形
成 す る こ と が で き る 。 套 管 針 20が 切 開 部 内 に 適 切 に 位 置 決 め さ れ た 後 、 後 述 の よ う に C字
形 ア ー ム 40を 套 管 針 20に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 1A、 1B、 お よ び 9に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 端 部 42は 、 患 者 内 を 延 び る 腹 腔 鏡 12の
距 離 と 、 腹 腔 鏡 12の 位 置 の 第 1の 角 度 成 分 と を 調 整 す る 腹 腔 鏡 位 置 決 め シ ス テ ム 50を 含 ん
で い る 。 腹 腔 鏡 位 置 決 め シ ス テ ム 50は コ ネ ク タ 31に よ っ て 套 管 針 20に 固 定 さ れ て い る 。 そ
の 結 果 、 内 視 鏡 位 置 決 め シ ス テ ム 50と 套 管 針 20と の 間 の 相 対 的 な 移 動 は 防 止 さ れ る 。 図 4
お よ び 9に 示 さ れ て い る よ う に 、 コ ネ ク タ 31は Z軸 医 療 器 具 駆 動 組 立 体 60と 套 管 針 20と の 間
を 延 び て い る 。 本 明 細 書 で 論 じ る よ う に 、 医 療 器 具 は 内 視 鏡 を 含 ん で よ い 。 コ ネ ク タ 31は
、 そ の 相 対 的 な 移 動 を 防 止 す る ね じ 付 き 固 定 具 ま た は ブ ラ ケ ッ ト を 使 用 す る な ど 、 任 意 の
従 来 の 方 法 で 腹 腔 鏡 駆 動 組 立 体 60に 固 定 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ 31は 、 ま た 任 意 の 知 ら れ た
形 で 套 管 針 20に 対 し て 保 護 さ れ る 。 一 態 様 で は 、 密 閉 可 能 な カ ラ ー が 、 患 者 の 遠 位 で 套 管
針 20の 端 部 の 周 り に 固 定 さ れ て い る 。 他 の 態 様 で は 、 患 者 の 遠 位 の 套 管 針 20の 端 部 は 、 駆
動 組 立 体 60の 反 対 側 の コ ネ ク タ 31の 端 部 の 開 口 部 内 に 摩 擦 ま た は 力 に よ っ て は め 込 ま れ て
い る 、 チ ュ ー ブ を ハ ウ ジ ン グ に 連 結 す る 他 の 方 法 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 7お よ び 8に 示 さ れ て い る よ う に 、 内 視 鏡 位 置 決 め シ ス テ ム 50は 、 内 視 鏡 受 け 開 口 部 59
を 持 つ ハ ウ ジ ン グ 61を 有 す る 駆 動 組 立 体 60を 含 ん で い る 。 ハ ウ ジ ン グ 61は 、 上 述 の よ う に
コ ネ ク タ 31に よ っ て 腹 腔 内 に 位 置 さ せ ら れ た 套 管 針 20に 取 り 付 け ら れ て い る 。 腹 腔 鏡 駆 動
シ ス テ ム ・ ハ ウ ジ ン グ 61は 、 被 駆 動 ゴ ム ・ ピ ン チ ・ ロ ー ラ 63お よ び ば ね 式 ゴ ム ・ ア イ ド ル
・ ロ ー ラ 64を 含 む モ ー タ 組 立 体 62を 含 ん で い る 。 ゴ ム は 、 約 40か ら 60の 間 の ジ ュ ロ メ ー タ
を 有 す る シ リ コ ン ・ ゴ ム を 含 ん で よ い 。 好 ま し い 一 態 様 で は 、 ジ ュ ロ メ ー タ は 約 50で あ る
。 高 さ 摩 擦 係 数 と 約 40か ら 60の 間 の 範 囲 の ジ ュ ロ メ ー タ と を 有 す る 他 の 既 知 の 圧 縮 可 能 な
材 料 を 、 ロ ー ラ 63、 64の ゴ ム の 代 わ り に 使 用 す る こ と が で き る 。 ロ ー ラ 63、 64は 上 述 の ジ
ュ ロ メ ー タ に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 態 様 で は 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 63は 、 腹 腔 鏡 12を 受 け 複 数 の 側 面 か ら 腹 腔 鏡 に 圧 力 を か け
る V字 形 溝 69を 含 ん で い る 。 モ ー タ 65は 回 転 可 能 な 駆 動 軸 66を 介 し て ピ ン チ ・ ロ ー ラ 63を
駆 動 す る 。 電 池 67ま た は 他 の 電 源 に よ っ て モ ー タ 65に 電 力 を 供 給 す る 。 電 池 67ま た は 他 の
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電 源 を ハ ウ ジ ン グ 61の 外 側 に 配 置 す る こ と も で き る 。 ア イ ド ラ ・ ロ ー ラ 64は 、 ア イ ド ラ ・
ロ ー ラ 64と ハ ウ ジ ン グ 61の 内 側 の 壁 な ど の 固 定 さ れ た 物 体 と の 間 に 位 置 さ せ ら れ た 1組 の
コ イ ル ば ね 68に よ っ て 腹 腔 鏡 12の 軸 に 接 触 す る よ う に 偏 ら さ れ て い る 。 ば ね 68に よ っ て か
け ら れ る 偏 り 力 は 、 ア イ ド ラ ・ ロ ー ラ 64を 腹 腔 鏡 12に 接 触 さ せ 、 被 駆 動 ロ ー ラ 63が 回 転 す
る 方 向 に 腹 腔 鏡 12が 移 動 す る の に 十 分 な 摩 擦 を 生 じ さ せ る 。 ば ね 68お よ び V字 形 溝 69は 、
ロ ー ラ 63、 64が ハ ウ ジ ン グ 61内 に 嵌 る 任 意 の サ イ ズ の 腹 腔 鏡 軸 を 受 け 入 れ る の を 可 能 に す
る 。 1つ ま た は 複 数 の ば ね を 使 用 で き る こ と が 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 他 の 種 類 の ば ね を 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 被 駆 動 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 63が 動 作 さ せ ら れ る と 、 腹 腔 鏡 12が 「 Z」 軸 に 沿 っ て 移 動 し 、 套
管 針 20を 介 し て 腹 部 に 進 入 す る か ま た は 腹 部 か ら 引 き 出 さ れ る 。 「 Z」 と い う 矢 印 に よ っ
て 図 1Aお よ び 1Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 Z軸 は 、 体 の 中 央 線 に 垂 直 で あ り 、 か つ 図 1A、 1B
、 お よ び 2の 紙 面 か ら 出 る 方 向 に 延 び て い る 。 駆 動 組 立 体 60を 用 い て 腹 腔 鏡 12を 前 進 さ せ
か つ 引 き 出 す こ と に よ っ て 、 腹 腔 鏡 12の 視 野 お よ び ビ デ オ ・ モ ニ タ 上 の 画 像 が 変 化 す る 。
た と え ば 、 被 駆 動 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 63を 患 者 の 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 腹 腔 鏡 12を 腹
部 に 進 入 さ せ る と 。 医 師 は 体 内 の 所 望 の 領 域 に ズ ー ム イ ン し 、 ク ロ ー ス ア ッ プ ・ ビ デ オ 画
像 を 得 る こ と が で き る 。 逆 に 、 被 駆 動 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 63を 患 者 か ら 離 れ る 方 向 に 回 転 さ せ
る こ と に よ っ て 腹 腔 鏡 12を 引 き 込 む と 、 モ ニ タ 上 の 画 像 の 視 野 が 広 が り 、 医 師 は 体 腔 の よ
り 多 く の 部 分 を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 8Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ 61は 、 第 2の モ ー タ 組 立 体 62'と 、 ロ ー ラ 63、 64
に 類 似 し て お り 、 腹 腔 鏡 12を そ の 長 手 方 向 軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 第 2の 1組 の ロ ー ラ 63'、 6
4'と を 含 ん で も よ い 。 こ れ ら の ロ ー ラ 63'、 64'は 、 ロ ー ラ 63、 64に 垂 直 に 向 け ら れ 、 し た
が っ て 、 腹 腔 鏡 12が ロ ー ラ 63、 64間 に 位 置 さ せ ら れ た と き 、 ロ ー ラ 63、 64の 回 転 軸 は 腹 腔
鏡 12の 長 手 方 向 軸 に 平 行 に 延 び る 。 そ の 結 果 、 モ ー タ 65'が 被 駆 動 ロ ー ラ 63'を 回 転 さ せ る
と 、 駆 動 組 立 体 60が 固 定 さ れ た 回 転 可 能 に 固 定 さ れ た プ レ ー ト 66'は 、 套 管 針 （ 図 示 せ ず
） の 長 手 方 向 軸 の 周 り を 回 転 す る 。 被 駆 動 ロ ー ラ 63お よ び ば ね 式 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 64の 溝 同
士 の 間 に 固 定 さ れ た 腹 腔 鏡 12は 、 プ レ ー ト 66'の 回 転 に 応 答 し て 、 腹 腔 鏡 の 長 手 方 向 軸 の
周 り を 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 腹 腔 鏡 12で は 、 Z軸 に 沿 っ た 制 御 さ れ た 移 動 だ け で な く 、 X軸 の 周 り の 制 御 さ れ た 回 転 移
動 も 行 う こ と が で き る 。 図 1A、 1B、 お よ び 2に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 端 部 42は 、 套 管
針 ア ダ プ タ 70と 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70を C字 形 ア ー ム 40の 中 央 部 44に 連 結 す る ア ダ プ タ 軸 72
と を 含 ん で い る 。 本 明 細 書 で は 、 用 語 「 ア ダ プ タ 」 は 、 套 管 針 お よ び /ま た は 駆 動 組 立 体
を 第 1の 端 部 42に 連 結 す る と 共 に 、 医 療 器 具 12が C字 形 ア ー ム 40の 移 動 と 一 緒 に 移 動 す る よ
う に 套 管 針 お よ び /ま た は 駆 動 組 立 体 を 第 1の 端 部 42に 対 し て 支 持 す る 部 材 ま た は シ ス テ ム
を 含 ん で い る 。 ア ダ プ タ 軸 72は 、 約 0.187イ ン チ の 直 径 お よ び 約 1.5イ ン チ の 長 さ を 有 し て
い る 。 套 管 針 ア ダ プ タ 70お よ び ア ダ プ タ 軸 72は 、 手 術 の 視 野 ま た は 位 置 を 変 更 で き る よ う
に 腹 腔 鏡 12、 カ メ ラ 17、 お よ び 套 管 針 20を X軸 の 周 り を 回 転 さ せ る 。 こ の 回 転 移 動 の 方 向
は 、 図 示 の 矢 印 に よ っ て 図 1Aお よ び 1Bに 示 さ れ て い る 。 各 図 を 見 る と 分 か る よ う に 、 套 管
針 20は ア ダ プ タ 70の 開 口 部 74内 に 受 け 入 れ ら れ る 。 開 口 部 74の 内 側 の 表 面 75は 、 套 管 針 20
が ア ダ プ タ 70に 進 入 す る と き に 軸 受 と し て 働 く 。 開 口 部 74は 、 、 套 管 針 20が 偶 然 に ア ダ プ
タ 70に 対 し て 移 動 し な い よ う に 套 管 針 20に 摩 擦 ば め す る よ う な サ イ ズ で あ っ て よ い 。 ア ダ
プ タ 軸 72が 回 転 す る と 、 内 側 表 面 75は ア ダ プ タ 70の 回 転 運 動 を 体 内 に 位 置 す る 套 管 針 20、
腹 腔 鏡 12、 お よ び カ メ ラ 17に 伝 え る 。 一 態 様 で は 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70は 、 使 い 捨 て プ ラ ス
チ ッ ク 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 し か し 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70は 、 殺 菌 可 能 な プ ラ ス チ ッ ク お
よ び ス テ ン レ ス ス チ ー ル の よ う な 殺 菌 可 能 な 金 属 を 含 む 再 使 用 可 能 な 殺 菌 可 能 な 材 料 で 形
成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 11A～ 11Dに 示 さ れ て い る よ う に 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70は 、 套 管 針 20を ア ダ プ タ 70内 に 迅
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速 に か つ 取 外 し 可 能 に 固 定 す る の を 可 能 に す る 急 速 解 除 固 定 機 構 140を 含 ん で よ い 。 図 11A
～ 11Dに 示 さ れ て い る 態 様 で は 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70は 、 套 管 針 20を ア ダ プ タ 70に 導 入 す る
た め の よ り 大 き な 開 口 部 を 形 成 す る よ う に 互 い に 対 し て 移 動 で き る 少 な く と も 2つ の 部 分 7
1'お よ び 72'を 含 ん で い る 。 套 管 針 20が ア ダ プ タ 70に 導 入 さ れ た 後 、 部 分 71'お よ び 72'は
、 套 管 針 20の 周 り に 密 閉 さ れ 、 互 い に 固 定 さ れ て 套 管 針 20を ア ダ プ タ 70内 に 保 持 す る 。 図
11Aに 示 さ れ て い る 固 定 機 構 140の 第 1の 態 様 は 、 ヒ ン ジ な ど の ピ ボ ッ ト 部 材 141を ア ダ プ タ
70の 一 方 の 側 に 含 む と 共 に 、 部 分 71'お よ び 72'を ア ダ プ タ 70の 両 側 に 保 持 す る 固 定 具 142
を 含 ん で い る 。 固 定 具 142は 、 部 分 71'お よ び 72'内 に 配 置 さ れ る か 、 ま た は 部 分 71'も し く
は 72'内 に 位 置 す る ナ ッ ト 内 に 配 置 さ れ た ね じ に 係 合 す る ね じ 付 き 部 材 を 含 ん で よ い 。 ま
た は 、 固 定 具 142は 、 部 分 71'お よ び 72'に 摩 擦 に よ っ て か つ /ま た は 機 械 的 に 係 合 し て 部 分
71'お よ び 72'の 相 対 的 な 移 動 を 防 止 し 、 か つ 套 管 針 ア ダ プ タ 70に 対 す る 套 管 針 20の 長 手 方
向 の 移 動 を 防 止 す る 押 込 み 固 定 具 を 含 ん で よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 11Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 固 定 機 構 140は 、 部 分 71'お よ び 72'を 相 対 的 に 移 動 さ せ る
こ と が で き る よ う に 部 分 71'お よ び 72'に 連 結 さ れ た ピ ボ ッ ト ・ ヒ ン ジ 141を 含 ん で よ い 。
固 定 機 構 は 、 部 分 71'か ら 延 び 、 部 分 72'に 形 成 さ れ た く ぼ み 145に 係 合 す る 可 と う 性 の 捕
捉 フ ッ ク 144も 含 ん で い る 。 捕 捉 フ ッ ク 144が く ぼ み 145に 係 合 し て い な い と き 、 套 管 針 ア
ダ プ タ 70を 開 き 套 管 針 20を 受 け 入 れ る こ と が で き る 。 套 管 針 20が 部 分 71'と 部 分 72'と の 間
に 受 け 入 れ ら れ た 後 、 捕 捉 フ ッ ク 144が く ぼ み 145に 係 合 さ れ 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70が 、 套 管
針 20の 周 り に し っ か り と 密 閉 さ れ 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70に 対 す る 套 管 針 の 長 手 方 向 の 移 動 を
防 止 す る 。 明 確 に 理 解 さ れ る よ う に 、 捕 捉 フ ッ ク 144は 、 部 分 71'ま た は 72'か ら 延 び る こ
と が で き 、 く ぼ み は 部 分 71'ま た は 72'の 他 方 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 11Cは 、 ア ダ プ タ 軸 72に 固 定 さ れ た 套 管 針 ア ダ プ タ 70の 第 1の 部 分 71'と 、 套 管 針 20を
套 管 針 ア ダ プ タ 70に 導 入 す る た め に 第 1の 部 分 71'か ら 分 離 す る こ と の で き る 取 外 し 可 能 な
キ ャ ッ プ 部 72'と を 含 む 固 定 機 構 140の 他 の 態 様 を 示 し て い る 。 套 管 針 20が 導 入 さ れ た 後 、
キ ャ ッ プ 部 72'を 、 上 記 に 図 11Aに 関 し て 論 じ た よ う な ね じ 付 き 固 定 具 ま た は 押 込 み 固 定 具
142に よ っ て 第 1の 部 分 71'に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 11Dは 、 固 定 機 構 140が 、 ば ね 146に よ っ て 互 い の 方 へ 偏 ら さ れ る 2つ の ピ ボ ッ ト 運 動 可
能 な 部 分 71'ま た は 72'を 含 む 態 様 を 示 し て い る 。 任 意 の 既 知 の 種 類 の ば ね を ば ね 146に 使
用 す る こ と が で き 、 た と え ば 、 図 11Dに は ら せ ん コ イ ル ば ね が 示 さ れ て い る 。 理 解 で き る
よ う に 、 ば ね 146は 部 分 71'ま た は 72'を 互 い の 方 へ 偏 ら せ 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70を 套 管 針 20
の 周 り に 密 閉 さ れ た 状 態 に 維 持 す る 。 し か し 、 套 管 針 20を 取 り 外 す か ま た は 挿 入 す る と き
は 、 ハ ン ド ル 147を 掴 み 、 ば ね 146の 偏 り に 逆 ら っ て 握 り 締 め る 。 こ の 動 作 に よ っ て 套 管 針
ア ダ プ タ 70が 開 く 。 套 管 針 20が 挿 入 さ れ る か 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70か ら 取 り 外 さ れ た ら 、 ハ
ン ド ル 147を 解 放 す る 。 ば ね 146が 、 部 分 71'お よ び 72'を 互 い の 方 へ 押 し 、 套 管 針 20を 套 管
針 ア ダ プ タ 70内 に し っ か り と 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 11Eは 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70の 上 述 の 態 様 の い ず れ か が 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70を 容 易 に 取
り 外 せ る よ う に ア ダ プ タ 軸 172に 取 外 し 可 能 で 回 転 可 能 に 固 定 さ れ た 軸 73'を 有 す る 連 結 シ
ス テ ム 79'を 含 む 態 様 を 示 し て い る 。 ア ダ プ タ 軸 172は 、 後 述 の 点 を 除 い て 軸 72と 実 質 的 に
同 じ で あ る 。 軸 73'は 、 図 11Fに 示 さ れ て い る よ う に ア ダ プ タ 軸 172の 端 部 か あ ら 延 び て い
る 多 側 面 部 材 75'を 受 け る く ぼ み 74'を 含 ん で い る 。 部 材 75'は 、 軸 172の 回 転 運 動 を 軸 73'
に 伝 え る よ う に く ぼ み 74'の 対 応 す る 表 面 に 係 合 す る 複 数 の 平 坦 で 細 長 い 表 面 76'を 有 し て
い る 。 軸 73'と 図 11Eに 示 さ れ て い る 軸 172と の 連 結 部 は 、 玉 軸 受 78'を 受 け る 内 部 溝 77'を
有 す る 可 動 外 側 ス リ ー ブ 75'を 含 む コ ネ ク タ に 囲 ま れ て い る 。 套 管 針 ア ダ プ タ 70の 軸 172か
ら の 解 放 は 、 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る 、 Joreへ の 米 国 特 許 第 5,470,180号 に
記 載 さ れ て い る よ う に 外 側 ス リ ー ブ 75'を 滑 ら せ る か ま た は 他 の 方 法 で 移 動 さ せ る こ と に
よ っ て 行 う こ と が で き る 。 し か し 、 上 述 の も の を 含 む 、 他 の 既 知 の 急 速 解 除 継 手 を 使 用 す
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る こ と も で き る 。 さ ら に 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70は 、 手 術 中 に よ り 大 き い か ま た は よ り 小 さ い
サ イ ズ の 套 管 針 ア ダ プ タ 70が 必 要 に な っ た 場 合 に 用 意 に か つ 迅 速 に 取 り 外 す こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 の ど の 態 様 で も 、 軸 72、 172（ 以 下 で は 、 理 解 を 明 確 に か つ 容 易 に す る た め に す べ
て 「 72」 と し て 識 別 す る ） を 含 む ア ダ プ タ 軸 は 、 中 央 部 44の 第 1の 端 部 43ま た は 中 央 部 44
の 端 部 を 覆 う 取 外 し 可 能 な 使 い 捨 て ス リ ー ブ 198内 の 軸 受 76（ ま た は ブ ッ シ ン グ ） に よ っ
て 受 け 取 ら れ 支 持 さ れ る 。 こ の よ う な 軸 受 76は 、 第 1の は 歯 車 84、 協 働 す る 第 2の 歯 車 85、
お よ び モ ー タ 組 立 体 88を 含 む モ ー タ ・ シ ス テ ム の 動 作 に 応 答 し て ア ダ プ タ 軸 72お よ び 腹 腔
鏡 12を 中 央 部 44に 対 し て 回 転 さ せ る の を 可 能 に す る 。 ア ダ プ タ 軸 72は 、 互 い に 整 合 す る 1
組 の か さ 歯 車 83の 第 1の 歯 車 84を 含 ん で い る 。 互 い に 整 合 す る 1組 の 歯 車 83の 第 2の 歯 車 85
は 、 C字 形 ア ー ム 40の 管 状 の 中 央 部 44内 に 含 ま れ る X軸 モ ー タ 組 立 体 88の 駆 動 軸 87に し っ か
り と 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 2に 示 さ れ て い る よ う に 、 歯 車 84と 歯 車 85は 、 駆 動 軸 87の 回
転 に よ っ て 第 2の 歯 車 85が 回 転 し た と き に 第 1の 歯 車 84お よ び 套 管 針 ア ダ プ タ 70が 回 転 す る
よ う に 互 い に か み 合 っ て い る 。 X軸 モ ー タ 組 立 体 88を 順 方 向 ま た は 逆 方 向 に 動 作 さ せ る こ
と に よ っ て 、 ア ダ プ タ 軸 72、 ア ダ プ タ 70、 套 管 針 20、 腹 腔 鏡 12、 お よ び Z軸 腹 腔 鏡 駆 動 組
立 体 60は 、 X軸 の 半 径 方 向 平 面 の 周 り を 回 転 す る 。 こ れ に よ っ て 、 外 科 医 ま た は 助 手 は 、
腹 腔 鏡 12お よ び 得 ら れ る 画 像 の 位 置 を 、 X軸 の 周 り で 、 腹 部 の 切 開 点 か ら 測 定 さ れ た 180°
半 径 内 で 調 節 す る こ と が で き る 。 腹 腔 鏡 12は ま た 、 ア ダ プ タ 70に 固 定 さ れ て い る 点 の 周 り
を ピ ボ ッ ト 運 動 す る 。 図 2に 示 さ れ て い る よ う に 、 腹 腔 鏡 12は 、 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 点 4
90の 周 り を 回 転 し 、 し た が っ て 、 腹 腔 鏡 12の 回 転 中 に 患 者 の 皮 膚 が 傷 付 く こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 腹 腔 鏡 12を 「 Y」 軸 の 周 り を 回 転 さ せ 、 腹 腔 鏡 12の 視 野 の 追 加 的 な 操 作 を 実 現 す る こ と
も で き る 。 腹 腔 鏡 12の Y軸 方 向 の 回 転 は 、 C字 形 ア ー ム 40全 体 を Y軸 の 周 り で 回 転 さ せ る こ
と に よ っ て 行 わ れ る 。 Y軸 は 、 套 管 針 ア ダ プ タ 70が 周 り を 回 転 す る X軸 、 お よ び 腹 腔 鏡 が ロ
ー ラ 63、 64の 回 転 に 応 答 し て 移 動 す る 方 向 に 垂 直 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 1A、 1B、 2、 お よ び 6に 示 さ れ て い る よ う に 、 C字 形 ア ー ム 40の 第 2の 端 部 46は 、 第 1の
端 部 122で 中 央 部 44に 連 結 さ れ 第 2の 端 部 124で 歯 車 箱 組 立 体 130に 連 結 さ れ た 固 定 リ ン ク ・
セ グ メ ン ト 120を 含 ん で い る 。 第 1の リ ン ク 120の 第 1の 端 部 122は 、 ス タ ン チ ョ ン 90か ら 間
隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 套 管 針 ア ダ プ タ 70の 距 離 を 調 整 で き る よ う に C字 形 ア ー ム 40の 中 央
部 44の 端 部 を 受 け る 内 部 直 線 軸 受 196を 含 ん で い る 。 一 態 様 で は 、 直 線 軸 受 は 玉 軸 受 で あ
る 。 さ ら に 、 ク ラ ン プ ま た は 他 の 既 知 の 保 持 /摩 擦 部 材 123を 中 央 部 44の 端 部 お よ び 固 定 リ
ン ク 120上 に 位 置 さ せ 、 そ れ ら の 相 対 的 な 移 動 を 防 止 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 図 6に
示 さ れ て い る よ う に 、 部 材 123は 、 少 な く と も 中 央 部 44の 、 固 定 リ ン ク 120を 通 っ て 延 び て
い る 部 分 と 同 一 の 広 が り を 有 す る 、 DELRINプ ラ ス チ ッ ク や 他 の 既 知 の 摩 擦 発 生 材 料 の よ う
な 一 片 の 摩 擦 材 料 192を 含 ん で い る 。 摩 擦 材 料 192は 中 央 部 44の 直 線 軸 受 と 軸 と の 間 を 延 び
て い る 。 ち ょ う ね じ ま た は ノ ブ 193は 、 固 定 リ ン ク 120に ね じ 込 ま れ た 軸 195に 連 結 さ れ て
い る 。 軸 195が 固 定 リ ン ク 120に 進 入 す る よ う に ノ ブ 193を 回 転 さ せ る と 、 摩 擦 部 材 123が 中
央 部 44に 係 合 し 、 中 央 部 44が 固 定 リ ン ク 120に 対 し て 移 動 す る の を 防 止 す る 。 中 央 部 44は
、 手 、 モ ー タ 、 ま た は モ ー タ と 手 動 操 作 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 固 定 リ ン ク 120に 対
し て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 モ ー タ は 、 段 階 的 な 距 離 調 整 に 使 用 す る こ と が で き 、 手 動
操 作 は 有 限 の 距 離 調 整 に 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た は 、 中 央 部 44の 端 部 は 、 固 定 リ ン ク
120の 開 口 部 125の 内 側 表 面 に 既 知 の 方 法 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 固 定 リ ン ク 120の 第 2の 端 部 124は 、 固 定 軸 126が 固 定 リ ン ク 120に 対 し て 回 転 し な い よ う
に 開 口 部 127内 に 固 定 的 に 位 置 さ せ ら れ る 固 定 軸 126を 含 ん で い る 。 そ の 代 わ り に 、 固 定 軸
126は 、 加 え ら れ た あ ら ゆ る 回 転 運 動 を 固 定 リ ン ク 120お よ び C字 形 ア ー ム 40に 伝 え る 。 固
定 軸 126は 、 固 定 リ ン ク の 長 さ の 中 央 部 か ら 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て お り 、 し た が っ て 、
固 定 リ ン ク 120の 偏 心 的 な 回 転 移 動 を 行 う こ と が で き る 。 図 2お よ び 6に 示 さ れ て い る よ う
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に 、 固 定 軸 126は 、 歯 車 ハ ウ ジ ン グ 130内 に 配 置 さ れ た 第 1の 歯 車 132に も 固 定 さ れ て い る 。
Y軸 モ ー タ ・ シ ス テ ム は 、 第 1の 歯 車 132、 Y軸 駆 動 歯 車 134、 駆 動 軸 136、 お よ び モ ー タ 135
を 含 ん で い る 。 図 示 の よ う に 、 第 1の 歯 車 132は 、 Y軸 モ ー タ 135か ら 延 び て い る 駆 動 軸 136
の 端 部 に 固 定 さ れ た Y軸 駆 動 歯 車 134に 係 合 し て い る 。 X軸 モ ー タ 135の 動 作 中 に 駆 動 軸 136
を 回 転 さ せ る と 、 そ れ に か み 合 っ て い る 第 1の 歯 車 132が 回 転 す る 。 こ れ に よ っ て 、 固 定 リ
ン ク 120お よ び C字 形 ア ー ム 40の 他 の 部 分 42、 44が Y軸 の 周 り を 回 転 す る 。 Y軸 モ ー タ 135は
ハ ウ ジ ン グ 92内 に 配 置 す る こ と が で き 、 駆 動 軸 136は 、 駆 動 部 材 91を 通 っ て 延 び る か 、 ま
た は 駆 動 部 材 91の 一 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 態 様 で は 、 歯 車 134は 、 歯 車 132を 有
す る 歯 車 箱 ハ ウ ジ ン グ 130内 に 位 置 さ せ ら れ る 。 ま た は 、 図 1A、 1B、 お よ び 6に 示 さ れ て い
る よ う に 、 Y軸 モ ー タ 135は 、 歯 車 132お よ び 134を 含 む 歯 車 箱 ハ ウ ジ ン グ 130に 直 接 固 定 さ
れ る 。 図 1Bお よ び 6に 示 さ れ て い る 態 様 で は 、 ス タ ン チ ョ ン 90は 歯 車 箱 ハ ウ ジ ン グ 130に 直
接 固 定 さ れ て い る 。 Y軸 モ ー タ 135を 外 科 医 ま た は 外 科 医 助 手 の 制 御 下 で 順 方 向 ま た は 逆 方
向 に 動 作 さ せ る と 、 腹 壁 か ら 垂 直 に 測 定 さ れ る 腹 腔 鏡 12の 角 度 変 位 が 実 現 さ れ る 。 Y軸 モ
ー タ 135を 使 用 す る と 、 C字 形 ア ー ム を Y軸 の 周 り を 合 計 で 約 210 0 回 転 さ せ る こ と が 可 能 で
あ る 。 実 際 の 回 転 量 は 、 患 者 の 体 に 対 す る 装 置 10の 位 置 に よ っ て 制 限 さ れ る 。 通 常 、 患 者
が 存 在 す る と き に 実 現 さ れ る 総 回 転 運 動 は 約 180° で あ る 。 患 者 お よ び モ ー タ 130が 存 在 し
な い と き 、 総 回 転 を 360° に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 C字 形 ア ー ム 40お よ び 腹 腔 鏡 12を 移 動 さ せ る 遠 隔 作 動 制 御 ユ ニ ッ ト 150は 、 当 業 者 に は 典
型 的 な 一 般 的 な 単 極 ま た は 二 極 瞬 間 電 気 ス イ ッ チ 152～ 156で 構 成 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ 15
2～ 156の 配 線 は 、 DCモ ー タ ・ オ ン /オ フ 瞬 間 機 能 を 制 御 す る の に 用 い ら れ る 電 気 回 路 に 典
型 的 な 配 線 で あ る 。 順 方 向 お よ び 逆 方 向 モ ー タ 制 御 は 、 知 ら れ て い る よ う に 、 制 御 ユ ニ ッ
ト 150内 の そ れ ぞ れ 瞬 間 ス テ ッ プ 152、 153に よ っ て 電 気 極 性 を 反 転 さ せ る こ と に よ っ て 行
わ れ る 。 図 1Aお よ び 1Bは さ ら に 、 そ れ ぞ れ 左 回 転 ス イ ッ チ 154、 右 回 転 ス イ ッ チ 155を 示 す
と 共 に 、 長 手 方 向 Z軸 内 視 鏡 移 動 ス イ ッ チ 156も 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト 150だ け で な く 、 図 10に 示 さ れ て い る 足 作 動 コ ン ト ロ ー ラ 170の 形 態 の リ モ
ー ト ・ ア ク チ ュ エ ー タ を 用 い て C字 形 ア ー ム 40お よ び 腹 腔 鏡 12の 移 動 を 制 御 す る こ と も で
き る 。 一 態 様 で は 、 足 作 動 コ ン ト ロ ー ラ 170は 、 少 な く と も 1つ の フ ッ ト ・ ペ ダ ル を 含 む 。
好 ま し い 一 態 様 で は 、 足 作 動 コ ン ト ロ ー ラ 170は 、 参 照 と し て 本 明 細 書 に 完 全 に 組 み 入 れ
ら れ る 、 Wangら へ の 米 国 特 許 第 5,907,664号 に 記 載 さ れ て い る よ う に 複 数 の フ ッ ト ・ ペ ダ
ル 171、 172を 含 ん で い る 。 一 態 様 で は 、 足 作 動 コ ン ト ロ ー ラ は 、 米 国 特 許 第 5,907,664号
で 開 示 さ れ た 第 1お よ び 第 2の フ ッ ト ・ ペ ダ ル を 含 ん で い る 。 こ の 態 様 で は 、 フ ッ ト ・ ペ ダ
ル 172は 、 C字 形 ア ー ム 40お よ び 腹 腔 鏡 12の 複 数 の 方 向 へ の 同 時 移 動 （ 複 合 運 動 ） を 実 現 す
る よ う に 同 時 に 作 動 さ せ る こ と の で き る 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 複 数 の 圧 力 ト ラ ン ス ジ ュ
ー サ ま た は ス テ ッ プ 173を 有 し て い る 。 た と え ば 、 腹 腔 鏡 12を 体 に 出 し 入 れ す る 並 進 移 動
を 制 御 す る の に 第 1の フ ッ ト ・ ペ ダ ル を 用 い る こ と が で き る 。 套 管 針 ア ダ プ タ 70お よ び C字
形 ア ー ム 40の 別 々 の ま た は 同 時 の 回 転 運 動 を 制 御 す る の に 第 1の フ ッ ト ・ ペ ダ ル 172を 用 い
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た は 、 他 の 態 様 で は 、 足 作 動 コ ン ト ロ ー ラ は 、 3つ の ト グ ル 式 ペ ダ ル を 含 ん で い る 。
各 ト グ ル 式 ペ ダ ル は 、 2つ の 関 連 す る 運 動 方 向 ス イ ッ チ の 一 方 に 接 触 す る こ と が で き る 。
ペ ダ ル を 所 与 の 方 向 （ 前 方 ま た は 後 方 、 左 ま た は 右 ） に ト グ ル 動 作 さ せ る と 、 関 連 す る ス
イ ッ チ が 閉 じ 、 C字 形 ア ー ム 40お よ び 腹 腔 鏡 12が 、 閉 じ た ス イ ッ チ に 割 り 当 て ら れ る 所 定
の 運 動 経 路 を 移 動 す る 。 こ の 態 様 で は 、 こ れ ら の ト グ ル 式 ペ ダ ル の う ち の 1つ が 套 管 針 ア
ダ プ タ 70の 回 転 移 動 の 方 向 を 調 節 す る 。 第 2の ペ ダ ル は C字 形 ア ー ム 40の 回 転 を 制 御 し 、 一
方 、 第 3の ペ ダ ル は 、 腹 腔 鏡 12を 体 に 出 し 入 れ す る 並 進 移 動 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の ど の 態 様 で も 、 足 作 動 コ ン ト ロ ー ラ 170は 制 御 ユ ニ ッ ト 150に 並 列 に 配 線 さ れ て お
り 、 し た が っ て 、 外 科 医 ま た は C字 形 ア ー ム 40の オ ペ レ ー タ は 、 C字 形 ア ー ム 40お よ び 腹 腔
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鏡 12の 移 動 を 手 作 動 制 御 ユ ニ ッ ト 150に よ っ て 制 御 す る か 、 そ れ と も 足 作 動 制 御 ユ ニ ッ ト 1
70に よ っ て 制 御 す る か を 選 択 す る こ と が で き る 。 ま た は 、 制 御 ユ ニ ッ ト 150と 足 作 動 コ ン
ト ロ ー ラ を 別 々 に 配 線 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 他 の 態 様 で は 、 C字 形 ア ー ム 40お よ び 腹 腔 鏡 12を 位 置 決 め す る 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 音 声 認
識 ソ フ ト ウ ェ ア と 、 ソ フ ト ウ ェ ア が 助 手 ま た は 外 科 医 に よ っ て 与 え ら れ た 指 示 コ マ ン ド を
識 別 し た と き に 1つ ま た は 複 数 の 制 御 ス イ ッ チ を 作 動 さ せ る プ ロ セ ッ サ を 有 す る コ ン ピ ュ
ー タ と を 含 ん で よ い 。 運 動 制 御 ス イ ッ チ は 、 C字 形 ア ー ム 40お よ び 腹 腔 鏡 12を 音 声 コ マ ン
ド に 従 っ て 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 モ ー タ 制 御 ユ ニ ッ ト 150の 電 圧 お よ び ア ン ペ ア 数 を 送 る の に 用 い ら れ る 電 気 ケ ー ブ ル お
よ び コ ネ ク タ は 、 低 電 圧 直 流 電 気 産 業 で 使 用 さ れ る 構 成 要 素 に 典 型 的 な も の で あ る 。 も ち
ろ ん 、 無 線 遠 隔 制 御 技 術 を 用 い て 「 X」 、 「 Y」 、 お よ び 「 Z」 軸 駆 動 モ ー タ を 制 御 す る こ
と も で き る 。 無 線 制 御 は 、 自 動 車 の ド ア の ロ ッ ク 解 除 お よ び ロ ッ ク を 行 い か つ ト ラ ン ク を
開 け る ソ レ ノ イ ド を 通 常 制 御 す る 自 動 車 警 報 シ ス テ ム 用 の キ ー ・ リ ン グ 制 御 と 同 様 で あ っ
て よ い 。 こ の よ う な シ ス テ ム は 、 ソ レ ノ イ ド の 極 性 を 反 転 さ せ て ロ ッ ク 機 構 を 開 状 態 ま た
は 閉 状 態 に 作 動 さ せ る 遠 隔 制 御 ユ ニ ッ ト 内 の ス イ ッ チ を 利 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 示 の よ う に 、 本 発 明 は 、 医 療 器 具 12を Z軸 に 沿 っ て 移 動 さ せ る 追 加 的 な 他 の 態 様 を 含
む 。 図 18に 示 さ れ て い る 他 の 態 様 で は 、 套 管 針 20'は 、 内 視 鏡 器 具 駆 動 組 立 体 60用 の ハ ウ
ジ ン グ 61を 保 持 し 支 持 す る ア ダ プ タ 310に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 こ の 態 様 で は 、
套 管 針 20'は 、 支 持 ア ダ プ タ 310に 対 し て ピ ボ ッ ト 運 動 す る 第 1の 端 部 305と 、 ロ ッ ク 突 起 30
7に よ っ て 取 外 し 可 能 に 保 持 さ れ て い る 第 2の 端 部 306と を 有 す る ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 な 固 定
部 材 304を 含 む 取 外 し 可 能 な ク ラ ン プ 302内 に 保 持 さ れ て い る 。 こ の 態 様 で は 、 支 持 ア ダ プ
タ 310を 第 1の 端 部 42に 永 久 的 に ま た は 取 外 し 可 能 に 固 定 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 支
持 ア ダ プ タ 310は 、 第 1の 端 部 42の 方 向 に 延 び 、 差 込 み 取 付 け コ ネ ク タ 、 図 11Eに 示 さ れ て
い る コ ネ ク タ 、 図 24に 示 さ れ て い る コ ネ ク タ な ど の 急 速 解 除 継 手 に よ っ て 第 1の 端 部 42の
一 部 に 取 外 し 可 能 に 連 結 さ れ た 支 柱 312を 含 ん で よ い 。 各 図 を 見 る と 分 か る よ う に 、 支 持
ア ダ プ タ 310は 、 患 者 の 体 の 形 状 の 高 低 を 解 消 す る 、 患 者 の 体 に 対 す る 套 管 針 20'用 の オ フ
セ ッ ト ・ ジ ョ グ を 形 成 す る こ と が で き る 。 支 持 ア ダ プ タ 310は 、 ハ ウ ジ ン グ 61の 下 側 表 面
を 支 持 す る か 、 ま た は ハ ウ ジ ン グ 61の 下 側 表 面 を 形 成 す る こ と が で き る プ レ ー ト 318も 含
ん で い る 。 ハ ウ ジ ン グ 61は 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 、 内 視 鏡 器 具 12ま た は 套 管 針 20'を 移
動 さ せ る モ ー タ ・ ロ ー ラ 構 成 の う ち の ど れ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 19に 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 態 様 の 套 管 針 20'は 固 定 部 材 304を 受 け る 首 付 き 領 域 30
8を 含 ん で よ い 。 さ ら に 、 首 付 き 領 域 308よ り も 上 の 領 域 は 、 套 管 針 20'が 、 プ レ ー ト 318に
噛 み あ い 、 ハ ウ ジ ン グ 61内 の 器 具 受 入 れ 開 口 部 59に 整 列 し 、 Z軸 に 沿 っ て 移 動 す る 際 に 器
具 12を 受 け る の を 可 能 に す る 任 意 の 構 成 を 有 し て よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 20に 示 さ れ て い る 態 様 で は 、 第 1の 部 分 42は 、 本 明 細 書 で 論 じ る 任 意 の 連 結 部 、 た と
え ば 、 本 明 細 書 で 論 じ る よ う な 急 速 解 除 継 手 に よ っ て 支 持 ア ダ プ タ 410に 連 結 さ れ て い る
。 第 1の 端 部 42は 、 上 述 の よ う に 端 部 44に 対 し て 回 転 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 明 細
書 で 論 じ る 他 の 支 持 ア ダ プ タ と 同 様 に 、 支 持 ア ダ プ タ 410は 、 患 者 の 体 と モ ー タ 駆 動 組 立
体 460と の 間 の 距 離 を 許 容 す る 後 述 の 高 さ 調 整 機 構 を 含 ん で よ い 。 支 持 ア ダ プ タ 410は 、 第
1の 端 部 42に 取 外 し 可 能 に 連 結 す る こ と が で き る 第 1の 細 長 い 軸 411と 、 内 視 鏡 器 具 12を 駆
動 す る ロ ー ラ を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ 461を 含 む 駆 動 組 立 体 460に 連 結 さ れ た 垂 直 な 部 材 412
と を 含 ん で い る 。 駆 動 組 立 体 460は 、 後 述 の 点 を 除 い て 駆 動 組 立 体 60と 同 様 で あ る 。 支 持
ア ダ プ タ 410は 、 套 管 針 420と の 連 結 部 を 含 ん で い な い 。 そ の 代 わ り 、 套 管 針 420は 、 内 視
鏡 器 具 12を モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ 460と 套 管 針 420の 両 方 に 挿 入 す る 前 に 支 持 ア ダ プ タ 410と
は 無 関 係 に 移 動 す る こ と が で き る 。 套 管 針 420は 、 摩 擦 に よ っ て 、 体 内 の 、 手 術 開 口 部 に
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お け る 皮 膚 と 套 管 針 420の 外 側 表 面 と の 間 に 保 持 さ れ る 。 こ の 摩 擦 は 、 套 管 針 420と 受 け 入
れ ら れ る 内 視 鏡 器 具 12と の 間 の 摩 擦 よ り も 大 き い 。 理 解 さ れ よ う に 、 内 視 鏡 器 具 12を 套 管
針 420内 に 位 置 さ せ る と 、 套 管 針 420は 、 支 持 ア ダ プ タ 410お よ び 第 1の 端 部 42の 運 動 に 応 答
し て 内 視 鏡 器 具 の 回 転 と 一 緒 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 駆 動 組 立 体 460は 、 内 視 鏡 器 具 12を 受 け 入 れ 、 内 視 鏡 器 具 12が Z軸 に 沿 っ て 前 進 す る か ま
た は 引 き 込 ま れ る と き に 通 っ て 移 動 す る 開 口 部 459を 含 ん で い る 。 図 20お よ び 21に 示 さ れ
て い る よ う に 、 駆 動 組 立 体 460は 、 一 対 の 駆 動 モ ー タ 462と 、 モ ー タ 462の 出 力 軸 465に 連 結
さ れ た 一 対 の 関 連 す る 駆 動 ロ ー ラ 464と を 含 ん で い る 。 内 視 鏡 器 具 12に 係 合 し 内 視 鏡 器 具 1
2を Z軸 に 沿 っ て 動 か す ロ ー ラ 63、 64に 関 し て 上 記 に 論 じ た 摩 擦 材 料 が 、 各 ロ ー ラ 464を 覆
っ て い る 。 モ ー タ 462お よ び ロ ー ラ 464は 、 ハ ウ ジ ン グ 461内 、 た と え ば 可 動 台 上 を 移 動 可
能 で あ り 、 ロ ー ラ 464同 士 の 間 の 空 間 を 調 整 す る よ う に 複 数 の 位 置 に ロ ッ ク 可 能 で あ る 。
そ の 結 果 、 ロ ー ラ 464同 士 の 間 に 様 々 な サ イ ズ （ 直 径 ） の 内 視 鏡 器 具 12を 収 容 し 、 滑 り な
し に 駆 動 す る こ と が で き る 。 他 の 態 様 で は 、 駆 動 組 立 体 460は 、 上 述 の よ う に 単 一 の 被 駆
動 ロ ー ラ 464お よ び ア イ ド ル ・ ロ ー ラ を 含 ん で よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ア ダ プ タ 410'の 2つ の 部 品 間 の 急 速 解 除 継 手 の 態 様 が 図 38A～ 38Jに 示 さ れ て い る 。 こ の
態 様 で は 、 ア ダ プ タ 410'の 一 部 413'が 第 1の 端 部 42に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 部 分 413'は 、
複 数 の 平 坦 な 表 面 411'と 、 く ぼ ん だ 溝 412'と 、 移 動 制 限 板 414'と を 含 ん で い る 。 協 働 す る
垂 直 な 支 持 部 材 417'の 端 部 は 、 移 動 制 限 板 414'同 士 の 間 の ア ダ プ タ 410'の 部 分 413'と 協 働
し 部 分 413'の 周 り に 固 定 さ れ る ジ ョ ー 415'を 含 ん で い る 。 滑 り 部 材 415'は 、 ア ダ プ タ 410'
の 端 部 で 、 ジ ョ ー が 開 い て 部 分 413'を 受 け 入 れ る 第 1の 開 位 置 か ら 、 滑 り 部 材 415'が 溝 412
'に 沿 っ て 部 分 413'の 下 方 を 移 動 し ア ダ プ タ 410'の 垂 直 な 部 分 417'を 第 1の 端 部 42上 に 保 持
す る 第 2の 閉 位 置 ま で 移 動 す る 。 図 示 の よ う に 、 ア ダ プ タ 410'は 、 部 材 417'の 長 さ に 沿 っ
て 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 複 数 の 貫 通 穴 420'を 含 ん で い る 。 こ の 態 様 で は 、 駆 動 組
立 体 820'は 、 患 者 の 体 に 対 す る 套 管 針 20の 所 望 の 高 さ に 対 応 す る 1つ の 貫 通 穴 420'内 に 取
外 し 可 能 に 位 置 さ せ る こ と の で き る ば ね 式 ピ ン 、 ロ ッ ド 、 ま た は ね じ 付 き 部 材 830'を 含 む
ハ ウ ジ ン グ 821'を 有 し て い る 。 本 明 細 書 で 開 示 す る 駆 動 組 立 体 の う ち の ど れ か の よ う な 駆
動 組 立 体 820'は 、 駆 動 組 立 体 820'自 体 が ア ダ プ タ 410'の 長 さ に 沿 っ て 調 整 可 能 に 移 動 で き
る よ う に ア ダ プ タ 410'を 受 け 入 れ る 開 口 部 822'を そ の ハ ウ ジ ン グ 821'内 に 含 ん で よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 38A～ 38Jに 示 さ れ て い る 態 様 で は 、 駆 動 組 立 体 820'は 、 図 34～ 37に 示 さ れ て い る モ ー
タ 駆 動 組 立 体 820と 実 質 的 に 同 一 で あ る 。 こ れ ら の 態 様 の 同 じ 要 素 は 、 同 じ 参 照 符 号 を 用
い て 識 別 さ れ て い る 。 駆 動 組 立 体 820'は 、 開 口 部 822'だ け で な く 、 ロ ー ラ 834、 835を 互 い
に 整 列 さ せ て 維 持 す る ケ ー ジ 851'も 含 ん で い る 。 第 1の 態 様 で は 、 こ れ ら の ロ ー ラ 834、 83
5は 、 互 い に 並 列 に 整 列 し て い る 。 さ ら に 、 ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 な 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 842'は
、 ケ ー ジ 851'の 点 845'の 周 り に ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 に 固 定 さ れ 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 834を 所 定
の 位 置 に 保 持 し 、 か つ ピ ン チ ・ ロ ー ラ 834を 駆 動 ロ ー ラ 835に 対 し て 移 動 さ せ る レ バ ー 843'
を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ア ダ プ タ 410'は 、 図 19に 示 さ れ て い る よ う に 套 管 針 20'に 固 定 す る か 、 あ る い は 上 述 の
態 様 の い ず れ か に よ っ て ハ ウ ジ ン グ 821'に ス ナ ッ プ ば め す る か ま た は 他 の 方 法 で 固 定 す る
こ と が で き る 。 図 38Aお よ び 図 38Eは 、 部 分 42を 中 央 部 44の 端 部 か ら 段 階 的 に か つ 伸 縮 自 在
に 離 隔 す る の を 可 能 に す る 、 ば ね 式 ピ ン 、 ロ ッ ド 、 ま た は ね じ 付 き 部 材 900お よ び 穴 902を
含 む 中 央 部 44も 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 23に 示 さ れ て い る 他 の 態 様 で は 、 駆 動 組 立 体 460は 、 内 視 鏡 器 具 12の 向 き を 定 め そ の
平 面 を 患 者 の 体 に 対 し て 維 持 す る よ う に 、 導 入 さ れ た 内 視 鏡 器 具 12の 一 方 の 側 に 大 部 分 の
ロ ー ラ を 有 す る 奇 数 の ロ ー ラ 464（ 1つ の 被 駆 動 ロ ー ラ お よ び 2つ の ア イ ド ラ ・ ロ ー ラ /2つ
の 被 駆 動 ロ ー ラ お よ び 1つ の ア イ ド ラ ・ ロ ー ラ ） を 含 ん で よ い 。 本 明 細 書 で 論 じ る 他 の モ
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ー タ ・ ロ ー ラ 構 成 を ハ ウ ジ ン グ 461と 一 緒 に 使 用 し て も よ い 。 た と え ば 、 モ ー タ を 後 述 の
よ う に ロ ー ラ 内 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 24～ 30に 示 さ れ て い る 、 内 視 鏡 器 具 を Z軸 に 沿 っ て 移 動 さ せ る 他 の 態 様 で は 、 本 発 明
は 、 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 器 具 12に 係 合 し 内 視 鏡 器 具 12を 移 動 さ せ る 少 な く と も 1つ の 駆 動 ロ
ー ラ を 含 む 駆 動 モ ー タ 組 立 体 ハ ウ ジ ン グ 621を 含 む 駆 動 組 立 体 620を 持 つ 套 管 針 600を 含 ん
で い る 。 套 管 針 600は 、 本 明 細 書 で 論 じ る 急 速 解 除 継 手 を 含 む 連 結 部 の い ず れ か に よ っ て
第 1の 端 部 42に 連 結 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 図 24に 示 さ れ て い る よ う に 、 套 管 針 600
は 、 そ の 従 来 の 弁 だ け で な く 、 第 1の 端 部 42の 末 端 上 の 補 リ セ プ タ ク ル 606に 取 外 し 可 能 に
係 合 す る キ ー 式 ま た は ス プ ラ イ ン 式 の ア ダ プ タ 軸 602を 含 む 急 速 解 除 継 手 603を 含 ん で よ い
。 軸 602を し っ か り と 保 持 す る 戻 り 止 め 607を リ セ プ タ ク ル 606に 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 25～ 27に 示 さ れ て い る よ う に 、 套 管 針 600は 、 内 視 鏡 器 具 12が 挿 入 さ れ る 上 部 開 口 部 6
59に 、 シ ー ル ・ ワ イ パ 611を 有 す る 第 1の 套 管 針 シ ー ル 610を 含 む と 共 に 、 内 視 鏡 器 具 12が
モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ 621か ら 出 る 位 置 、 ま た は こ の 位 置 の す ぐ 下 に 、 ダ ッ ク ・ ビ ル や フ ラ
ッ パ 弁 の よ う な 第 2の 套 管 針 シ ー ル 612も 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 駆 動 組 立 体 620は 、 モ ー タ 、 駆 動 ロ ー ラ 、 お よ び /ま た は ア イ ド ラ ・ ロ ー ラ の 任 意 の 組 合
せ を 含 ん で よ い 。 た と え ば 、 図 24～ 26に 示 さ れ て い る 好 ま し い 態 様 で は 、 駆 動 組 立 体 620
は 、 各 々 が ロ ー ラ 625を 両 方 向 に 回 転 さ せ て 内 視 鏡 器 具 12を 前 進 さ せ か つ 套 管 針 600内 か ら
引 き 出 す 一 対 の 薄 型 （ ホ ッ ト ケ ー キ ） モ ー タ 624(a)お よ び 624(b)を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 27～ 30に 示 さ れ て い る 他 の 態 様 で は 、 駆 動 組 立 体 620は 、 モ ー タ と 、 少 な く と も 1つ の
ピ ン チ ・ ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） と 、 被 駆 動 ロ ー ラ 635ま た は 一 対 の 協 働 す る 被 駆 動 ロ ー ラ 635
と を 含 ん で よ い 。 好 ま し い 態 様 で は 、 被 駆 動 ロ ー ラ 635用 の モ ー タ 636を ロ ー ラ 635の 中 央
に 位 置 す る 開 口 部 内 に 位 置 決 め し 、 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ 621の サ イ ズ を 小 さ く す る こ と が
で き る 。 こ の 態 様 で は 、 各 モ ー タ 636は 、 ハ ウ ジ ン グ 621内 で 他 方 の モ ー タ 636の 方 向 と 逆
の 方 向 に 延 び て い る 。 さ ら に 、 各 モ ー タ 636は 、 関 連 す る ロ ー ラ 635が 取 り 付 け ら れ る 支 持
リ ン グ 638に 係 合 す る 駆 動 輪 を 一 方 の 端 部 に 含 ん で い る 。 各 モ ー タ 637の 他 方 の 端 部 は 、 ハ
ウ ジ ン グ 620内 の 軸 受 639内 に 位 置 し て い る 。 そ の 結 果 、 モ ー タ 636が 動 作 す る と 、 駆 動 輪
（ 図 示 せ ず ） が 、 ロ ー ラ 635に 固 定 さ れ た 支 持 リ ン グ 638に 係 合 し 、 ロ ー ラ 635を そ の 所 望
の 方 向 に 動 か し 、 患 者 の 体 内 で 器 具 12の 所 望 の 移 動 （ 導 入 /引 込 み ） を 実 行 す る 。 駆 動 ロ
ー ラ 635は 、 上 述 の よ う に ゴ ム で 形 成 す る こ と が で き 、 ハ ウ ジ ン グ 621内 で 駆 動 ロ ー ラ 635
の モ ー タ 636と 一 緒 に 移 動 し て 、 様 々 な 直 径 を 有 す る 器 具 12を 収 容 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 31～ 33は 、 套 管 針 600の 他 の 態 様 を 示 し て い る 。 図 31～ 33は 、 内 視 鏡 器 具 12を 患 者 の
体 に 進 入 さ せ 、 か つ 患 者 の 体 か ら 引 き 込 む こ と が で き る 套 管 針 700を 示 し て い る 。 上 述 の
態 様 と 同 様 に 、 套 管 針 700は 、 第 1の 経 皮 ま た は 先 端 706と 、 C字 形 ア ー ム 40に 連 結 で き る モ
ー タ /駆 動 組 立 体 720を 持 つ 第 2の 反 対 側 の 端 部 708と を 有 す る 細 長 い 管 状 の 部 材 702を 含 ん
で い る 。 モ ー タ /駆 動 組 立 体 720は 、 ハ ウ ジ ン グ 721と 、 被 駆 動 ロ ー ラ 735と 、 挿 入 さ れ た 内
視 鏡 器 具 12に 接 触 し て 内 視 鏡 器 具 12を 套 管 針 700内 で 前 進 さ せ か つ 引 き 込 む た め に 被 駆 動
ロ ー ラ 735の 方 へ 偏 ら さ れ る ピ ン チ （ ア イ ド ラ ） ロ ー ラ 734と を 含 ん で い る 。 套 管 針 700は
、 従 来 の 回 転 駆 動 モ ー タ を 覆 う モ ー タ ・ エ ン ク ロ ー ジ ャ 736も 含 ん で い る 。 態 様 の 一 例 で
は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ 736内 の 駆 動 モ ー タ は 、 MD15P歯 車 ヘ ッ ド に 噛 み 合 わ さ れ る MD1622歯 車
モ ー タ を 含 ん で い る 。 MD1622歯 車 モ ー タ と MD15P歯 車 ヘ ッ ド は ど ち ら も 、 フ ロ リ ダ 州 の Mic
ro-Drivers of Clearwaterか ら 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 理 解 さ れ る よ う に 、 駆 動 モ ー タ は 、 被 駆 動 ロ ー ラ 735に 連 結 さ れ 出 力 軸 738の 回 転 移 動 を
被 駆 動 ロ ー ラ 735に 伝 え る 出 力 軸 738を 含 ん で い る 。 そ の 結 果 、 被 駆 動 ロ ー ラ 735は 、 出 力
軸 738の 回 転 に 応 答 し て 、 出 力 軸 738の 回 転 方 向 に よ っ て 指 示 さ れ る 方 向 に 回 転 す る 。 し た
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が っ て 、 出 力 軸 738が 第 1の 方 向 に 回 転 す る と 、 被 駆 動 ロ ー ラ 735は 、 内 視 鏡 器 具 12を 患 者
の 体 に 進 入 さ せ る 方 向 に 回 転 す る 。 逆 に 、 出 力 軸 738が 第 2の 逆 方 向 に 回 転 す る と 、 被 駆 動
ロ ー ラ 735が 回 転 し 内 視 鏡 器 具 12を 患 者 の 体 か ら 引 き 込 む 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 32お よ び 33に 示 さ れ て い る よ う に 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 734は 偏 り 機 構 740に よ っ て 被 駆 動
ロ ー ラ 735の 方 へ 偏 ら さ れ る 。 図 32に 示 さ れ て い る 第 1の 態 様 で は 、 偏 り 機 構 740は 、 ピ ン
チ ・ ロ ー ラ 734に し っ か り と 連 結 さ れ た 第 1の 端 部 744と 、 ハ ウ ジ ン グ 721内 に 配 置 さ れ た ピ
ボ ッ ト 点 748に し っ か り と 連 結 さ れ た 第 2の 反 対 側 の 端 部 746と を 有 す る ピ ボ ッ ト 運 動 可 能
な ア ー ム 742を 含 み 、 し た が っ て 、 ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 な ア ー ム 742と ピ ン チ ・ ロ ー ラ 734は
、 被 駆 動 ロ ー ラ 735に 対 し て ピ ボ ッ ト 点 748の 周 り を 回 転 す る 。 剛 性 の ピ ン の よ う な 細 長 い
部 材 752は 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 734と 被 駆 動 ロ ー ラ 735の 両 方 の 支 持 軸 か ら 延 び て い る 。 ば ね 7
54は 、 図 31～ 33に 示 さ れ て い る よ う に 、 そ れ ぞ れ の 細 長 い 部 材 752に 取 り 付 け ら れ 、 こ れ
ら の 細 長 い 部 材 752の 間 を 延 び て い る 。 ば ね は 、 内 視 鏡 器 具 が 套 管 針 700内 に 位 置 さ せ ら れ
る 拡 張 状 態 を 有 す る 。 ば ね 754の 引 張 り 力 に よ っ て 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 734と 被 駆 動 ロ ー ラ 73
5と の 相 対 運 動 が 起 こ り 、 し た が っ て 、 ハ ウ ジ ン グ 721を 通 っ て 延 び て い る 内 視 鏡 器 具 12は
ピ ン チ ・ ロ ー ラ 734と 被 駆 動 ロ ー ラ 735と の 間 に 挟 ま れ る 。 そ の 結 果 、 ロ ー ラ 734、 735が 回
転 す る と 、 内 視 鏡 器 具 は 套 管 針 700内 を 移 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ば ね 754は 、 ロ ー ラ 734、 735に よ っ て 内 視 鏡 器 具 に か け ら れ る 挟 み 力 を 調 整 で き る よ う
に 変 更 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 ロ ー ラ 734、 735に よ っ て か け ら れ る 挟 み 力 を 弱 く す
る 必 要 が あ る と き は 、 よ り 長 い ば ね ま た は よ り 小 さ な ば ね 係 数 を 有 す る ば ね を そ れ ぞ れ の
細 長 い 部 材 752に 連 結 す る と 共 に 、 ロ ー ラ 734、 735の 間 に 連 結 す る こ と が で き る 。 他 の 態
様 で は 、 細 長 い ア ー ム 742の 両 端 部 744、 746を 被 駆 動 ロ ー ラ 735に 対 し て 直 線 的 に 移 動 可 能
に す る こ と が で き る 。 こ の 態 様 で は 、 ば ね 754を ア ー ム 742の 両 端 部 に 位 置 決 め し て 1つ ま
た は 複 数 の ピ ン チ ・ ロ ー ラ に 連 結 し 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ を 、 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 器 具 に 係 合 し
、 被 駆 動 ロ ー ラ 735の 方 へ 押 す こ と が で き る 。 こ れ は 、 モ ー タ /駆 動 ハ ウ ジ ン グ 720が 複 数
の ピ ン チ ・ ロ ー ラ 734お よ び 複 数 の 被 駆 動 ロ ー ラ 735を 含 む と き に 有 利 で あ る 。 こ れ は 、 被
駆 動 ロ ー ラ 735が 、 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 2つ の ピ ン チ ・ ロ ー ラ 734間 に 位 置 さ せ ら れ る
と き に も 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 34～ 37は 、 本 発 明 に よ る 、 医 療 器 具 を 患 者 に 対 し て 動 か す 装 置 の 他 の 態 様 を 示 し て い
る 。 こ の 装 置 は 、 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ 821を 含 む 駆 動 組 立 体 820を 含 ん で い る 。 上 述 の 他 の
態 様 と 同 様 に 、 駆 動 組 立 体 ハ ウ ジ ン グ 821の 開 口 部 810は 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 834と 被 駆 動 ロ
ー ラ 835と の 間 を 延 び て 内 視 鏡 器 具 12を 受 け 入 れ る 通 路 に 軸 方 向 に 整 列 す る （ 図 35参 照 ）
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 態 様 で は 、 ハ ウ ジ ン グ 821は 、 図 36に 示 さ れ て い る よ う に 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842の
少 な く と も 一 部 を 受 け 入 れ る 内 部 空 間 823を 有 す る 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822を 含 ん で い る 。
内 部 空 間 823は 、 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842を 受 け 入 れ る サ イ ズ に な っ て お り 、 し た が っ て 、
第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842は 、 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822内 お よ び 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822に 対 し て
移 動 す る こ と が で き る 。 図 34に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822は 、 受 け 入 れ
ら れ た 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842の 一 部 843を 露 出 す る テ ー パ 部 825を 含 ん で お り 、 し た が っ て
、 操 作 者 は 、 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ 821を 掴 ん だ と き に 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822と 第 2の ハ ウ ジ
ン グ 部 842に 同 時 に 接 触 す る こ と が で き る 。 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822は 、 Micro-Drivers社 か
ら 市 販 さ れ て い る 上 述 の よ う な モ ー タ 836と 、 モ ー タ 836か ら 延 び て い る 駆 動 軸 838も 含 ん
で い る 。 駆 動 ロ ー ラ 835は 、 駆 動 軸 838に 固 定 さ れ て お り 、 し た が っ て 、 駆 動 ロ ー ラ 835は
、 駆 動 軸 838の 移 動 に 応 答 し て 回 転 し 、 内 視 鏡 器 具 12を 前 進 さ せ る か ま た は 引 き 込 む 。 第 1
の ハ ウ ジ ン グ 部 822は 、 図 36お よ び 37に 示 さ れ て い る よ う に 、 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 器 具 12に
平 行 に 延 び て い る ピ ン 824を さ ら に 含 ん で い る 。 ピ ン 824は 、 ハ ウ ジ ン グ 821が 掴 ま れ 、 受
け 入 れ ら れ た 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842が モ ー タ 836の 方 へ 押 さ れ た と き に 、 第 2の ハ ウ ジ ン グ
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842が 周 り を ピ ボ ッ ト 運 動 す る ピ ボ ッ ト 点 826を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ば ね 850は 、 図 36に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822と 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 84
2と の 間 を 延 び 、 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822と 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842を 連 結 し て い る 。 ば ね 850
は 、 第 1の ハ ウ ジ ン グ 部 822の 開 口 部 827内 に 固 定 的 に 位 置 決 め さ れ た 第 1の 端 部 852と 、 第 2
の ハ ウ ジ ン グ 部 842の 開 口 部 846内 に 固 定 さ れ た 第 2の 端 部 854と を 含 ん で い る 。 ば ね 850の
両 端 部 852、 854は 従 来 の 方 法 で そ れ ぞ れ の ハ ウ ジ ン グ 部 822、 842に 連 結 す る こ と が で き る
。 好 ま し い 態 様 で は 、 ば ね 850の 端 部 852、 854は 、 そ れ ぞ れ の 開 口 部 827、 846内 を 延 び て
い る 円 筒 状 の 支 柱 の 周 り に ま た は こ の 支 柱 を 貫 通 し て 固 定 さ れ て い る 。 他 の 態 様 で は 、 ば
ね 850の 端 部 852、 854は 、 溶 接 、 は ん だ 付 け 、 接 着 な ど に よ っ て そ れ ぞ れ の 開 口 部 827、 84
6内 の 部 材 に 直 接 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842は 、 開 口 部 846内 に 固 定 さ れ た 第 1の 端 部 845と 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 8
34を 保 持 す る 第 2の 端 部 847と を 有 す る 細 長 い 軸 844を 含 ん で い る 。 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 834は 、
既 知 の よ う に 軸 受 に よ っ て 軸 844の 周 り に 回 転 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 本 明 細 書
で 論 じ る 他 の ロ ー ラ と 同 様 に 、 ロ ー ラ 834お よ び 835は 、 ネ オ プ レ ン 、 ゴ ム な ど の 弾 性 摩 擦
被 覆 材 料 を 含 ん で い る 。 ロ ー ラ 834は 、 ロ ー ラ 834の 外 側 カ バ リ ン グ が 圧 縮 さ れ る 距 離 よ り
も 長 い 距 離 に わ た っ て 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842の 起 伏 の あ る 縁 部 849か ら 延 び て お り 、 し た
が っ て 、 ロ ー ラ 834は 、 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842か ら の 干 渉 な し に 内 視 鏡 器 具 12に 接 触 し 圧
力 を か け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 手 術 時 に は 、 套 管 針 ハ ウ ジ ン グ 820を 掴 み 、 し た が っ て 、 第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842は 第 1の
ハ ウ ジ ン グ 部 に 対 し て 移 動 し 、 内 部 空 間 823に 入 り 、 図 37に 示 さ れ て い る 位 置 を と る 。 第 2
の ハ ウ ジ ン グ 部 842の こ の 移 動 に よ っ て 、 ロ ー ラ 834は 、 開 口 部 810お よ び 被 駆 動 ロ ー ラ 835
か ら 離 れ る 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 す る 。 そ の 結 果 、 内 視 鏡 器 具 12を 、 ば ね に よ っ て 偏 ら さ れ
る ピ ン チ ・ ロ ー ラ 834に よ っ て 生 じ る 摩 擦 を 解 消 す る 必 要 な し に ハ ウ ジ ン グ 821に 容 易 に 導
入 す る こ と が で き る 。 内 視 鏡 器 具 12が ハ ウ ジ ン グ 821内 に 位 置 さ せ ら れ た 後 、 広 げ ら れ た
ば ね 850の 張 力 に よ っ て 、 第 2の ハ ウ ジ ン グ 842は 、 図 36に 示 さ れ て い る 位 置 の 方 へ ピ ボ ッ
ト 運 動 す る 。 図 36に 示 さ れ て い る 位 置 の 方 へ の ピ ン チ ・ ロ ー ラ 834の 移 動 は 、 内 視 鏡 器 具 1
2の 直 径 に よ っ て 制 限 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 834は 、 被 駆 動 ロ ー ラ 835の 方 へ
ピ ボ ッ ト 運 動 し た と き に 、 内 視 鏡 器 具 12に 係 合 さ せ ら れ 、 し た が っ て 、 被 駆 動 ロ ー ラ 835
と 協 働 し て 内 視 鏡 器 具 12を 套 管 針 の 長 さ に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 ピ ン チ ・ ロ ー
ラ 834が 内 視 鏡 器 具 12に 係 合 す る 強 度 は 、 ば ね 850の 長 さ お よ び /ま た は ば ね 定 数 を 変 え る
こ と に よ っ て 調 整 す る こ と が で き る 。 他 の 態 様 で は 、 被 駆 動 ロ ー ラ 835お よ び モ ー タ 836を
第 2の ハ ウ ジ ン グ 部 842内 に 位 置 決 め す る こ と が で き 、 ピ ン チ ・ ロ ー ラ 834を 、 第 2の ハ ウ ジ
ン グ 部 822内 ま で 延 び る 部 材 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 述 の ど の 態 様 で も 、 モ ー タ ま た は そ の 出 力 駆 動 軸 は そ れ ぞ れ 、 公 知 の 滑 り ク ラ ッ チ の
よ う な 公 知 の ト ル ク 制 限 装 置 を 含 ん で よ い 。 各 ト ル ク 制 限 装 置 は 1つ の モ ー タ 内 に 位 置 決
め す る こ と が で き る 。 ま た は 、 ト ル ク 制 限 装 置 を 出 力 駆 動 軸 の 端 部 上 の 、 モ ー タ と 被 駆 動
歯 車 と の 間 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 ト ル ク 制 限 装 置 は 、 C字 形 ア ー ム 40ま た は C字 形
ア ー ム 40の 任 意 の 部 分 が 体 に 対 し て 回 転 さ せ ら れ る と き に 患 者 の 体 に 加 え る こ と の で き る
ト ル ク の 量 を 制 限 す る 。 そ の 結 果 、 体 を 傷 つ け る ト ル ク が 体 に 加 え ら れ る の が 防 止 さ れ る
。 本 発 明 と 一 緒 に 使 用 で き る 既 知 の 滑 り ク ラ ッ チ は 、 Stock Drive Products/Sterling In
struments社 か ら 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 好 ま し い 態 様 に 適 用 さ れ る 本 発 明 の 基 本 的 な 新 規 の 特 徴 に つ い て 図 示 し 説 明 し 指 摘 し た
が 、 当 業 者 に は 、 本 明 細 書 で 広 義 に 開 示 さ れ た 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 、
図 示 の 装 置 の 形 態 お よ び 詳 細 と そ の 動 作 に 様 々 な 省 略 お よ び 置 換 お よ び 変 更 を 加 え ら れ る
こ と が 理 解 さ れ よ う 。 た と え ば 、 上 述 の 歯 車 の 代 わ り に チ ェ ー ン 装 置 ま た は ベ ル ト 装 置 を
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使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 （ 図 １ Ａ ） 　 本 発 明 に よ る 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 の 第 1の 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
　 （ 図 １ Ｂ ） 　 本 発 明 に よ る 医 療 器 具 を 位 置 決 め す る 装 置 の 第 2の 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ ） 　 図 1Aお よ び 1Bの 線 2-2に 沿 っ た C字 形 ア ー ム の 断 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ） 　 X軸 お よ び Y軸 の 周 り を 図 2に 対 し て 90° 回 転 さ せ ら れ る 套 管 針 ア ダ プ タ の 近
く に お け る C字 形 ア ー ム の 端 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ４ ） 　 図 1Aお よ び 1Bに 示 さ れ て い る 装 置 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
　 （ 図 ５ ） 　 套 管 針 ア ダ プ タ の 一 部 お よ び C字 形 ア ー ム の 中 央 部 の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。
　 （ 図 ６ ） 　 内 視 鏡 を 套 管 針 ア ダ プ タ に 導 入 す る 前 に 図 1Aお よ び 1Bの 装 置 を 示 す 図 で あ る
。
　 （ 図 ７ ） 　 本 発 明 に よ る モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 斜 視 図 で あ る 。
　 （ 図 ８ ） 　 カ バ ー が 取 り 外 さ れ た 図 7の モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 斜 視 図 で あ る 。
　 （ 図 ８ Ａ ） 　 医 療 器 具 を 長 手 方 向 に 回 転 移 動 さ せ る 一 対 の モ ー タ お よ び 2対 の ロ ー ラ を
含 む モ ー タ の 斜 視 図 で あ る 。
　 （ 図 ９ ） 　 図 1～ 8に 示 さ れ て い る 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
　 （ 図 １ ０ ） 　 図 1Aお よ び 1Bに 示 さ れ て い る 装 置 と 一 緒 に 使 用 で き る 足 作 動 コ ン ト ロ ー ラ
を 示 す 図 で あ る 。
　 （ 図 １ １ Ａ ～ １ １ Ｅ ） 　 本 発 明 に よ る 套 管 針 ア ダ プ タ の 様 々 な 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
　 （ 図 １ ２ ） 　 手 術 台 の レ ー ル に ス タ ン チ ョ ン を 取 り 付 け 、 ス タ ン チ ョ ン を 手 術 台 お よ び
患 者 に 対 し て 1度 ず つ 制 御 し な が ら 移 動 さ せ る の を 可 能 に す る 固 定 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ
る 。
　 （ 図 １ ２ Ａ お よ び １ ２ Ｂ ） 　 垂 直 ス タ ン チ ョ ン 内 に 配 置 さ れ た 位 置 決 め シ ス テ ム を 回 転
さ せ る モ ー タ を 示 す 図 で あ る 。
　 （ 図 １ ３ ） 　 レ ー ル に 固 定 さ れ た 図 12の 固 定 シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
　 （ 図 １ ４ ） 　 図 13の 固 定 シ ス テ ム の 斜 視 図 で あ る 。
　 （ 図 １ ５ ） 　 図 12の 固 定 シ ス テ ム の 斜 視 図 で あ る 。
　 （ 図 １ ６ ） 　 固 定 シ ス テ ム を レ ー ル に 取 り 付 け る 支 持 板 お よ び ブ ラ ケ ッ ト を 示 す 図 で あ
る 。
　 （ 図 １ ７ Ａ ～ １ ７ Ｆ ） 　 図 12の 固 定 シ ス テ ム の 様 々 な 図 で あ る 。
　 （ 図 １ ８ お よ び １ ９ ） 　 本 発 明 に よ る 套 管 針 支 持 部 材 の 他 の 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ ０ ） 　 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 套 管 針 へ の 取 付 け 部 の な い 医 療 器 具 用 の 支 持 部 材
の 概 略 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ １ ） 　 図 20の 支 持 部 材 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ ２ Ａ お よ び ２ ２ Ｂ ） 　 図 20に 示 さ れ て い る 整 列 状 態 に 垂 直 な 他 の 整 列 状 態 の 駆 動
ロ ー ラ を 有 す る 図 20の 支 持 部 材 の 概 略 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ ３ ） 　 医 療 器 具 の 整 列 状 態 を 支 持 す る 追 加 的 な ロ ー ラ を 一 方 の 側 に 有 す る 図 20の
支 持 部 材 の 概 略 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ ４ ） 　 本 発 明 の 態 様 に よ る C字 形 ア ー ム に 連 結 さ れ た 套 管 針 で あ っ て 、 医 療 器 具
を 前 進 さ せ か つ 引 き 出 す モ ー タ お よ び ロ ー ラ を 有 す る モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ を 含 む 套 管 針 の
概 略 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ ５ お よ び ２ ６ ） 　 図 24の 套 管 針 の 概 略 側 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ ７ ） 　 中 央 に 位 置 さ せ ら れ た モ ー タ を 保 持 す る 駆 動 ロ ー ラ を 有 す る モ ー タ ・ ハ ウ
ジ ン グ を 持 つ 套 管 針 の 態 様 の 分 解 図 で あ る 。
　 （ 図 ２ ８ お よ び ２ ９ ） 　 挿 入 さ れ た 器 具 を 含 む 図 27の モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 套 管
針 を 示 す 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ０ ） 　 図 27の モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 套 管 針 の 概 略 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ １ ） 　 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 套 管 針 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 套 管 針 の 斜 視
図 で あ る 。
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　 （ 図 ３ ２ ） 　 套 管 針 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 内 部 部 品 が 点 線 で 示 さ れ て い る 図 31の 套 管 針
モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 概 略 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ３ ） 　 図 31の 套 管 針 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 概 略 背 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ４ ） 　 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 套 管 針 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 平 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ５ ） 　 内 部 を 通 っ て 延 び る 内 視 鏡 器 具 を 有 す る 図 34の 套 管 針 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ
の 側 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ６ ） 　 内 視 鏡 器 具 を 駆 動 す る 被 駆 動 ロ ー ラ お よ び ピ ン チ ・ ロ ー ラ を 所 定 の 位 置 に
有 す る 図 34の 套 管 針 モ ー タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 概 略 断 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ７ ）
　 モ ー タ の ピ ン チ ・ ロ ー ラ が 被 駆 動 ロ ー ラ か ら ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ ら れ た 図 34の 套 管 針 モ ー
タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 概 略 断 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ８ Ａ ～ ３ ８ Ｅ ） 　 本 発 明 に よ る 調 整 可 能 な 套 管 針 支 持 部 材 の 他 の 態 様 を 示 す 図 で
あ る 。
　 （ 図 ３ ８ Ｆ お よ び ３ ８ Ｇ ） 　 ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 な レ バ ー が 放 さ れ た 位 置 お よ び 図 38Aに
示 さ れ て い る 押 さ れ た 位 置 に あ る 駆 動 組 立 体 の 断 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ８ Ｈ ） 　 図 38Aに 示 さ れ て い る 駆 動 組 立 体 の 底 面 図 で あ る 。
　 （ 図 ３ ８ Ｉ お よ び ３ ８ Ｊ ） 　 図 38Aに 示 さ れ て い る 駆 動 組 立 体 の 側 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

(28) JP 2005-524442 A 2005.8.18
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ８ Ｄ 】

【 図 ３ ８ Ｅ 】

【 図 ３ ８ Ｆ 】

【 図 ３ ８ Ｇ 】

【 図 ３ ８ Ｈ 】

【 図 ３ ８ Ｉ 】
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